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翻訳規範の変容

        河野 弘毅

日本翻訳ジャーナル編集長(株 式会社翻訳センター)

●翻訳品質に共通規範な し

個人翻訳者であれ翻訳会社であれ、翻訳業者であ

れば必ず翻訳品質の問題には悩まされる、

翻訳業の場合、納品 した翻訳に対して直接の評価

を下す人は得意先(ソ ースクライアン ト)の 発注担

当者だが、実際に納品された翻訳を読むのは翻訳物

の読者である。そして、発注担当者と読者とは、翻

訳品質に関して往々にして異なる評価を下す。

翻訳業者は一般的に、は じめは読者のために最善

だと自分が考える翻訳をしようとす る。ところが得

意先の発注担当者か ら翻訳品質に影響す る表現上

の修正を指示 され ることがある。いくら自分がA

とい う翻訳のほ うがよい品質だと自信をもってい

ても、お客様からAをBに 修正せよとい う指示を

もらうと、Aを 貫いてお客様を不愉快にさせて二度

と仕事がもらえなくなるか、Bに 修正して読者か ら

「誰だよ、こんな下手な翻訳やったのは_」 とのさ

げすみを受けるか、の二択で葛藤することになる。

この 「実務翻訳における品質評価尺度の問題」が

原因となって翻訳チームのモチベーションが損な

われて生産性が低下したり、良心的な翻訳者が顧客

とのや りとりに疲れ果てて燃 え尽 きるケースをこ

れまで何度も見てきた。

●人は身体性を尺度に翻訳品質を評価す る

実務翻訳における品質評価尺度の問題は私個人に

とって大きな問題だったため、自分な りに解決策を

求めて一時期、哲学や言語学の森をさまよった。

そもそも人は、どうい う根拠にもとついてある翻

訳の品質が 「良い」とか 「悪い」とい う判断をくだ

すのだろうか?こ の点について自分の経験を内省

してみた結果、人は自分の 〈身体性〉に判断を仰い

でいるとい う結論に落ち着いた。

ここでは 〈身体性〉の意味を説明する余裕がない

が、興味のある方はメル ロeポ ンティ 『知覚の現象

学』をお読みください。

私は自分で翻訳品質を評価するときに、訳文をな

んどか口に乗せてみて、違和感がなくなるまで舌先

でころがしてみる。これはまさに、その翻訳が身体

化 している自分の母語に適合 しているか どうかを

感覚的に確認する行為だ と解釈するのが自分には

いちばん騎に落ちたのである。

●言語の身体性は変化する(個 人でも社会でも)

また、言語における品質について自分を納得させ

てくれる理論がないかと思って探 していくうちに

ソシュール と出会った。身の程知 らずを棚に上げて

私の理解でソシュールの理論の要点をまとめると、

「正しい」言語はない、それは共時的なラングとし

て成立しているというだけのことであり、そこにあ

るのはただのルールの共有にすぎないと理解 した。

そのラングも固定された不変のものではなく、パ

ロールの集積によって通時的に変化 していく。二十

代のときには気付かなくても、五十代になれば誰も

た しかに言葉が少 しずつ変化 していくことを体験

的に理解できる。「僕的に」という表現は80年 代に

はなかったものだが今はそれほど違和感なく通 じ

ている。パロールの集積はラングの変容をもたら

す。

かつて日本は、明治維新がもたらした日本語への

翻訳需要を満たすために 「言文一致体」という文体

(規範)を 発明した。この歴史的経験は、明治維新
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の ような大 きな社会的変化のもとで必要に迫 られ

れば、社会は五十年以内という"短 期間"に 言語規

範を壊 した り作った りできる、とい う事実を示 して

いる。

日本では明治維新以後に国家統治の必要性か ら

「共通語」を創設 し、これを学校制度の中で普及 さ

せていった。たまたま 「共通語」として採用 された

にすぎない文体(規 範)が 、「学校で教えているの

だからこれが正 しい日本語なのだJと い う誤解をひ

ろく社会に根付かせたのだ。

いったん確立された言語規範は前述 したように各

人の身体性を構成 し、各人は自らの身体性を母語の

翻訳品質の評価尺度 とする。

得意先の発注担当者に言語身体性に関する認識が

なく、身体の本質的相対性への理解 もなかった場合

には、発注担当者は「自分が正 しいに決まっている」

と思い込んで疑 う余地を持たないので、そこから仕

事を受注 した翻訳業者は他者の言語身体性 と自分

の言語身体性の不一致部分で苦しむことになる。

この構造が理解できたとき、得意先の態度は変え

られなくても私自身の中で この問題が溶けてなく

なり、以後はこの問題で迷 うことや悩むことはな く

なった。

●機械翻訳における自動評価尺度の問題

機械翻訳の評価においては主観評価が規範的位置

にあり、自動評価 といえども参照訳 とい う形でいか

にして規範である人間翻訳に近づけるか、という発

想で検討が行われる。言い換えれば、「プロ翻訳者

(専門家)の 翻訳に近ければ近いだけ優れた翻訳品

質を備えている」とい う暗黙の前提が、ここには措

かれている。

だが、ここでは問題提起を意図して、あえて極端

な立場をとって2っ の観点からこの暗黙の前提に

疑問を提出してみよう。

第一の疑問は 「プロ翻訳者の翻訳は規範といえる

のか?」 という点、第二の疑問は 「主観評価の根拠

となっている人間の翻訳規範はそれほど絶対的な

ものなのか?」 とい う点である。

●翻訳の価値は誰が決めるか?

翻訳業界の専門家 といえば誰もがプロ翻訳者を想

定するし、実際にプロとして活躍 している翻訳者は

口に出す出さないの違いはあっても各自の翻訳品

質には自信を持っていることが多い。

たしかに書籍翻訳や映像翻訳のように、 トップク

ラスのプロ翻訳者であれば言語規範 を翻訳者が決

定できる翻訳分野もある。そのような分野では翻訳

者の氏名がクレジットとして作品に記載され、分節

化のためにこの分野のプロ翻訳者は 「翻訳家」と呼

ばれる。

だが、金額的には翻訳市場全体のおそらく95%を

占める実務翻訳においては、翻訳業者には翻訳規範

の決定権がなく、翻訳者の名前が翻訳物に記載され

ることもない。

実務翻訳ではかならず翻訳の対価を支払 う顧客が

居 り、冒頭に述べたように得意先の発注担当者が翻

訳評価者 として機能するし、その先に翻訳物を読む

読者がいる。

発注担当者や読者が翻訳の専門家であることは、

まずない。だが、読者の母語はおおむね翻訳先言語

と一致するし、発注担 当者の母語が翻訳先言語と一

致 しない場合は得意先の社 内で発注担当者 とは別

に翻訳先言語を母語とす る品質評価者が任命 され

ていることがしばしばある。その結果、お客様であ

る発注担当者や読者は、少なくとも翻訳の品質に関

しては専門家であるはずの翻訳業者(プ ロ翻訳者を

含む)と 対等か、あるいはそれ以上であると思って

いる場合 も多い(前 述 したようにたとえそれが言語

学的には誤解であったとしても)。

ましてや業務文書の場合、個別の文書についての

ドメイン知識がいちばん深いのはその文書をユー

ザー として使用する現場の技術者だった りビジネ

スマンだったりするわけで、翻訳業者(プ ロ翻訳者

2



図1 151anguage combinations with high MT use in MemsourceO8/18/2015
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出 典:http:11blog.memsource.com/post-editing-in-memsource/メ ム ソー ス の 許 可 を 得 て 転 載

を含む)側 がいくら翻訳の専門家を自認 したところ

で、個別文書に求められる翻訳規範 と要求水準を誰

よりもよくわかっているのはその文書のユーザー

のほうであることが多い。

以上の状況を一言でまとめれば 「翻訳品質の評価

尺度はユーザーの数だけある」のが実務翻訳の世界

なのだ。

●専門家による評価から市場による評価へ

この状況に機械翻訳の側で対応するには、評価尺

度として主観評価の評価者の定義(ス コープ)を 根

本的に再考する必要があると思うし、この点を再考

することにより、機械翻訳評価という領域には新 し

い地平が開かれるのではないかと思 う。

具体的には読者自身またはそれに近い母集団をも

つ評価者集団が参加す るクラウ ドソーシング評価

を実務翻訳で試 してみたいと考えている。主観評価

はコス トがかかる、とい うのが研究者のコミュニテ

ィでは通念になっていると思われるが、機械翻訳が

完全に実用段階に入った(図1参 照)今 日では、マ

ーケッ ト(翻訳市場)に おける主観評価の収集は以

前とは比較にならないほど低 コス トで実現できる

はずだからである。

また、疑問の二番 目、人間の翻訳規範の可変性に

ついては誌面が尽 きたので結論だけ言 うと、言語規

範は前述 したように絶対的なものではなく、しかも

機械翻訳の普及(パ ロールの変化)が 言語身体性の

変化(ラ ングの変化)を もたらし、それがさらに言

語規範の流動化(ノ ルムの変化)を もたらす、とい

うのが私の予感である。機会があればこの第二の論

点についてもいつかどこかで持論を展開したい。

参 考 文 献

[1]フ ェ ル デ ィ ナ ン ・ド ・ソ シ ュ ー ル 、相 原 奈 津 江 ・

秋 津 伶 訳 、 小 松 英 輔 編 、 『一 般 言 語 学 第 三 回 講 義 』

初 版 、 エ デ ィ ッ ト ・パ ル ク 、2003

[2]渡 辺 太 郎 ・今 村 賢 治 ・賀 沢 秀 人 ・Graham Neubig・

中 澤 敏 明 共 著 、 奥 村 学 監 修 『機 械 翻 訳 』 自 然 言 語 処

理 シ リ ー ズNo.4、 コ ロ ナ 社 、2014

[3]Memsource Blog,"Post-editing in Memsource",

08/18/2015
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一
                  1:Nに 対 す る有 効 対 策

   吉川健一

株式会社ブ リックス

1.は じめ に

1.1株 式 会 社 ブ リ ックス

 まず 、 私 ど もの 会社 「ブ リ ック ス」 に つ い て ご紹 介

させ て い た だ き ま す。

 「ブ リッ クス 」 は24時 間365日 電話 を使 用 して 通

訳 を行 う、 通 訳 セ ン タ ー を 運営 して お ります 。 設 立 は

2010年 で す が 、事 業 自体 は2002年 、ち ょ う ど 日韓W

杯 の 直 前 か ら開 始 して お りま す。 現 在 は 東京 の新 宿 に

オ フ ィ ス を構 え、従 業 員200名 弱 で 運 営 を して お りま

す 。

1.2弊 社 サ ー ビス

 例 え ば店 舗 の 場 合 、 外 国 人 の お 客 様 が 来 店 され 、 店

舗 ス タ ッフ様 とコ ミュニ ケ ー シ ョンが 取 れ な い 場 合 、

㌃ 墾、
櫛
複

図1:電 話通訳の様子

戸,

店内の電話機やタブレットから弊社の通訳センターに

電話をしていただきまして、弊社オペ レーターが外国

人のお客様 とスタッフ様の仲立ちをする形で通訳を行

ってお ります。

1.3対 応 言 語

 英 語 、 中 国 語 、 韓 国 語 、 ポ ル トガル 語 、 ス ペ イ ン語

の5言 語 は24時 間 の 対 応 が 可 能 で す 。 また 、 イ ン ド

ネ シア 語 、 タガ ロ グ語 、 タイ 語 、 ベ トナ ム 語 も 日 中帯

の み で 対 応 可 能 で す 。 弊 社 の 特 徴 は 、 医 療 通 訳 等 、 専

門 的 知 識 を必 要 とす る通 訳 が 可 能 な 点 で す 。 コー ル セ

ン ター 型 で 行 え るの は 日本 で 弊 社 だ けで は な い か と思

わ れ ます 。

2.導 入事例

2.1京 浜急行グループ様

 京浜急行グループ様、こちらはグループ会社全てで

ご契約いただいてお りまして、2011年 の羽田空港の国

際ター ミナルが新 しく設立 された時期に導入 していた

だきました。当時、羽田空港の国際化に伴い、どうや

って多言語対応 しようかと議論されていた中、我々の

電話通訳サー ビスなら全てのソリューションでお役に

立てるとご契約をいただきました。

 現在、MCT様 と京浜急行電鉄様の実証実験にも協

業させていただいてお ります。その音声通訳の中か ら

コーパスを抽出し、音声認識翻訳の性能向上に向けて

お手伝いをさせていただいてお ります。

● 一一_..

図:2映 像通訳の様子

2.2自 治体様

 自治体様にもご契約をいただいてお り、京都府様、

京都市様の全域の観光政策で通訳サービスをご利用い

4



ただいてお ります。その他にも宿泊施設や、119番 等

の重い内容の通訳も電話でお手伝いをさせていただい

てお ります。

2.3医 療機関様

 専門知識を必要 とする通訳では、聖路加国際病院様、

がん研有明病院様も弊社のお客様です。患者様が外国

語をお話になり、お医者様が日本語 しか話せない場合

には、間に入 りまして、コミュニケーションのお手伝

いをさせていただいてお ります。

3.日 本の通訳事情

3.1機 械翻訳と通訳

 私がお伝 えしたいことは 「機械翻訳はもっと社会に

根差 し、貢献することができる」ということです。そ

れにはいくつかのハー ドルがあり、私 どもが行ってい

る通訳の観点から紐解いてご紹介させていただきます。

 通訳や翻訳の難 しい点は、例外が多くあるという点

です。例えば 「ガラケー」 という単語ですが、世に出

てきた時には、この言葉はまだ存在せず、スマー トフ

ォンができてから誕生 した言葉と思われます。このよ

うに、日々誕生する単語をキャッチアップ して、さら

に他の言語に置き換える必要がありますので、この部

分が通訳や翻訳において難 しい所だ と思われます。 し

かし、コーパスを大量に集めAIを 進化 させれば、か

なりのレベルでソリューションが可能になるのではな

いかと思われます。

3,2オ リン ピ ッ ク

 過 去 の オ リン ピ ッ ク開 催 地 にお き ま して 、外 国 か ら

の 旅 行 者 は オ リン ピ ッ ク開 催 後 に は必 ず 増 加 してお り

ま す。 短 期 で 見 る と増 減 が 見 られ る国 も あ ります が 、

長 期 で 見 る と どの 国 も増 加 してお ります 。

 これ は 東 京 オ リン ピ ックの 大 会 委 員 会 の方 か ら拝 聴

した 話 で す が 、 ロ ン ドン オ リン ピ ック の時 に は 、対 応

言 語20言 語 、必 要 ボ ラ ン テ ィア7万 人 を集 め る の に 、

2年 か か った そ うです 。ロ ン ドンオ リン ピ ック は2012

年なので2010年 から集め始めたと思われます。東京

の場合はボランティアが8万 人必要と言われてお りま

す。 しかし、2年 で8万 人集めるのでは遅いと言われ

ています。なぜならば、母国語が英語で、ボランティ

アが全員英語を話せる状態のロン ドンの場合でも、20

言語を準備するのに2年 かかったからです。その国の

事情によるところがありますが、日本の場合、8万 人

を集めない といけないことを考えます と、3年 前、も

しくは4年 前には集め出す必要があると考えます。

3.3観 光の現状

 去年の訪 日外国人数が1341万 人なのは、よくメデ

ィアで取 り上げられてお りますが、その数が世界的に

見ると、どの レベルであるか というのは、あまり報道

されてお りません。世界か ら訪れる旅行者が一番多い

のは、8500万 人でフランスです。日本の1341万 は20

位程度で、マカオ単体と同程度の人数です。まだまだ、

日本としては旅行者数のポテンシャルがあるのではな

いかと思われます。

 UNWTOの 情報によりますと、諸外国の 「GDPに

対する観光収入の割合」は6%-7%程 と言われていま

す。日本はこの割合が約3%以 下だと言われています。

GDPの 比率から見てもまだまだ観光収入のポテンシ

ャルがあることがわか ります。

3,4通 訳の資格制度

 通訳に関する、 日本で唯一の国家資格は、通訳業 と

ガイ ド業を併せた国家資格である、「通訳案内士」しか

あ りません。例えば、試験問題は 「甲府盆地は扇状地

であるか」等が出題されてお ります。関係者の方には

申し訳ありませんが、資格 と試験内容が少 し合致 して

いない印象を受けます。ちなみにこちらの資格取得者

数は1万7700人 程ですが、その内の半分程 しかアク

ティブではあ りません。半分の人数でどうやって1341

万人とい う訪 日外国人に対応するのか というところが

ひ とつ疑問にな ります。
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3.5労 働者派遣法にっいて

 派遣法なので通訳にあま り関係ないと思われますが、

現在、国会では特定労働者の派遣が無くなるのか、無

くならないのかの議論がされてお ります。一般の翻訳

者や通訳者の場合、多くの方が登録型の派遣業で翻訳

や通訳をされています。現在、翻訳業と通訳業は専門

26業 種に該当していますので、避難措置を受けてお り

ます。 しか し、この措置が無くな りますと、彼らを雇

用 しなければならなくな ります。このような背景があ

りますので、派遣についてもまだまだ問題があると思

ってお ります。

3.6医 療通訳

 医療通訳に関しましても、関係団体が各地にバラバ

ラで存在している状態で、医療通訳者を国 として資格

整備を していくという段階にあります。

3.7通 訳 ・翻 訳 業 界

 現 状 、 多 言語 の ソ リュ ー シ ョン は機 械 の翻 訳 、テ レ

ビ電 話 の 通 訳 、 ボ ラン テ ィア の通 訳 、会 議 通 訳 、放 送

通 訳 、 翻 訳 、WEBの 翻 訳 等 が あ ります 。 通 訳 業 者 、

翻 訳 業 者 、 多 々 あ る 中 で 、会 議 通 訳 で す と大 手5社 で

100億 円規 模 の マ ー ケ ッ トに な りま す。 全 部足 して も

200億 円に 届 か ない マ ー ケ ッ トな の で 通 訳 案 内 士協 会

は あ る もの の 、 零 細 企 業 が 多 い の が 通 訳 業 界 の現 状 で

す 。

 翻 訳 業 界 は も っ と しっ か りマ ー ケ ッ トが で き て い ま

す 。

4,対 応事例の紹介

4.1「 ウェディング訪 日中の交通事故」

 ウェディングで訪 日したアジア人のご夫婦が、レン

タカーで観光中に交通事故にあわれました。助手席に

乗っていた花嫁が、顔面を負傷し、血まみれの状態で

救急搬送されてきま した。緊急搬送された当初は、顔

面血まみれ、歯が折れる等のケガを負っていました。

テレビ電話を使用 した通訳で したが、通話を受信 した

瞬間から血だらけの花嫁が映っていました。怪我の救

急処置はすぐにできま したが、顔に傷が残らないよう

にする為には高度な治療が必要であること、治療費が

高くなることの説明が難しかった事例です。

4.2 「旅行中の心肺停止」

アジアのご家族が観光目的で訪 日中、ご主人が海水浴

中に溺れてしまい心肺停止にな られました。医師によ

り死亡診断をするも、奥様が死亡の事実を受け入れ ら

れず、『生き返らせてくれ』 とお願いされました。『死

亡』を受け入れていただく為の説得を中心におこなっ

た事例です。

4.3 「寄港地での立ち寄 り診療」

 世界一周のクルージングに乗船中のカナダ人旅行者

(80代)が 、バンクーバー出航後、持病の脳梗塞を悪

化 させ、寄港地である日本の病院に搬送 されてきまし

た。医師の診断は 『クルージングの継続は許可できな

い』 となりましたが、年齢のこともありまして、今行

けなければ、二度 と機会はないから、途中で死んでも

構わないので行かせてほしいと懇願 されました。寄港

地の病院で必ず診察を受ける条件も提示 し、病院への

責任は一切問わないことの同意書を本人 とご家族から

取 り付けて退院を許可しました。

4.4ご 入 電 内 訳

 今 回 、 紹 介 しま した 三件 の 事 例 は観 光 の通 訳 と して

入 電 をい た だ きま した。 か な り重篤 な事 例 だ け紹 介 し

ま した が 、本 来 、 一番 ご入 電 が 多 い の は 「商 品 に つ い

て の ご案 内 」 と 「観 光 地 に つ い て の ご案 内 」 です 。 そ

の 次 に 多 い の は 、「免 税 」に つ い て の こ入 電 が 多 い 状 態

で す 。一 方 、重 篤 な もの に な る と、医療 の 事 故 や 迷 子 、

落 し物 とい うもの も入 っ て き て お ります 。

 図3で もわ か ります よ うに、 商 品 と免 税 に つ い て の

こ入 電 で 半 数 以 上 を 占め て お ります 。宿 泊 、お 支 払 い 、

交 通 、観 光 で 大 体10%弱 ぐ らい で して 、医療 の よ うな

重 め の もの は5%程 入 っ て き てお ります 。
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 図4は あえて春節の時期にとったのでご入電の3分

の2は 中国語ですが、通常は半分以上が英語、3分 の

1も しくは4分 の1が 中国語の対応とな りグラフとは

逆転 します。
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 あるべき多言語の対応の形 として、図5-7の ように、

機械翻訳、電話での通訳、対面式の通訳のシーンに応

じた使い方ができればと思っております。

 表題の 「1:N」の 「N」は、先述であるように、オ リ

ンピックを前にNが 、加速度的に大きくなる見込です。

電話通訳 と対面式の通訳は、人に依存 しているリソー

スの為、成長には限界があります。増加するNに 対 し

ては機械で対応 していく方法しか無いというのが現状

だと思ってお ります。ただし、機械翻訳で対応できな

かったものは、人による通訳でサポー トしていきます。

例えば、医療の場合、簡単な問診は 「タブレット+機

械翻訳」で対応 し、緊急の場合は電話での通訳センタ

ーで対応 します。重篤な内容 をお伝えする際は、医療

通訳者を現場に派遣 し対応 していきます。

 まとめとしては、機械翻訳 を使 うというところをし

っかり社会実装 していくことが重要だと考えます。機

械翻訳が 「反応 しない」 ことで 「使えない」と判断 さ

れる前に、通訳の仕組み として、機械 と人間が互いに

補完 して、必ず通訳ができる状態にしなければなりま

せん。大多数の90%を 機械でやっていき、上手 くいか

ないものはヘルプボタンにより、電話で通訳ができれ

ばと思います。そ うして、機械 と人間をハイブリッド
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式に組み込んで しまい、「使える」「使えない」の議論

が起こらない様にしていきます。さらに、自動音声翻

訳のコーパスの部分については、永続的に開発の必要

な為、電話通訳等の中で発生 したデータを蓄積 し、コ

ーパスを割 り戻すことも、機械翻訳の精度向上の為に

併せて必要だと思ってお ります。

5.2ま と め

0

.個 書

      O

° 魏
、

         ,/

2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050

  ■①機械  ②労働集約 目③1:1一
図8:今 後の多言語対応の動向

 現在、図8の ③にあたります、通訳者の対応はボ リ

ュームがありますが、将来的には機械で対応可能な部

分が伸びていくのではないかと思われます。一方、図

8の ②にあたります、労働集約型のコールセンターや

テレビ電話での通訳 というのは、ある程度一定の母数

で残っていくと思われます。

 将来、必ず機械の翻訳に頼 らざるを得ない日本がす

ぐそこまできています。これまで、機械翻訳の発展に

携わってきた、皆 さんの長年の努力の集大成として、

残 り5年 、社会実装するところまで、私 どものような、

人間が通訳する会社 と一緒にやっていければと思いま

す。
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Word Reordering for Statistical Machine Translation via Modeling Structural

             Differences between Languages

        (統計的機械翻訳のための言語構造の違いのモデル化による語順推定)

        京都大学大学院情報学研究科(現NHK放 送技術研究所) 後藤 功雄

1.は じめに

 本稿では、第2回AAMT長 尾賞学生奨励賞受賞

を記念 して、受賞対象 となった論文[1]の概要を紹介

する。この論文は筆者が社会人学生 として京都大学

大学院情報学研究科へ提出 した博士学位論文であ

る。

2.論 文の概要

 機械翻訳はグローバル化が進む現代においてニ

ーズが増加 している。近年中心的に研究されている

機械翻訳は、大規模な対訳 コーパスから翻訳知識を

自動獲得 して利用する統計的機械翻訳(SMT)で あ

る。機械翻訳は主に 「訳語選択」と 「語順推定」と

いう2種 類の処理が必要である。語順が大きく異な

る言語間の翻訳では長距離の語順並べ替 えが必要

であるが、従来のSMT手 法で利用 しているフレー

ズレベルの局所的な情報では長距離の語順並べ替

えを高精度に行 うことは困難であった。図1に 語順

が大きく異なる言語である日本語 と英語の対訳文

の例を示す。これ らの言語間では、長距離の並べ替

えを含む複雑な並べ替えが必要であることが分か

る。

 入力文から目的言語の構造(syntax)に 従った語

順を推定するには、原言語と目的言語の構造の違い

に対するモデルが有用である。世界には多くの言語

があるが、ほとん どの言語では高性能な構文解析器

がない。また、目的言語で構文解析器が使える翻訳

のニーズが大きい。そこで、本論文は、構文解析器

を必要 としない場合および 目的言語の構文解析器

を利用す る場合において、言語構造の違いを既存手

法より適切にモデル化することで、SMTに おける

語順推定を改善す る手法を提案する。提案する手法

は構文解析器 を必要 としない場合が1つ と目的言

語の構文解析器を利用す る場合が2つ である。以

下、これ ら3つ の手法の概要を説明する。

 構文解析器を必要としないSMTの 語順推定モデ

ルのモデル化手法として、単語列ラベ リングに基づ

く手法を提案する[2,3]。このモデルは、入力文の翻

訳過程において、最後に翻訳 した位置と次に翻訳す

るべき位置候補の範囲をラベル系列で表現す るこ

とで、動詞句や名詞句などの特徴を捉える。これに

よって、言語間の構造の違いを近似的にモデル化 し

た。既存のモデルは最後に翻訳 した位置からの距離

と方向により次に翻訳するべき位置を特定し、この

距離 と方向の確率を計算 していた。それに対 して、

待機系の通信制御装置1は,TEI/IDチ ェック要求に対 して,運 用系が正 しく応答するか どうかを運用 系のTE1値 をもとに監視する。

The stand-by communication control unit l monitors ifthe active unit responds correctly to a TEfilDcheck request based on the TEI value ofthe active unit.

図1:語 順が大きく異なる言語間(日 英)の 語順の違い
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提案手法のモデルは、この距離 と方向も特徴量とし

て利用して、次に翻訳す るべき位置の確率を各候補

位置の特徴量に基づいて候補間の相対的な比較に

より計算する。特許文書の日英 ・中英翻訳、ニュー

スの中英翻訳、欧州議会議事録の独英翻訳の評価実

験で、提案手法のモデルはフレーズベースSMTで

用いる既存の語順推定モデルより訳質が高品質で

あることを確認 した。

 目的言語の構文解析器を利用するSMTの 語順推

定の1つ 目の手法として、構文解析を利用するポス

トオーダリング手法を提案する[4,5】。日英翻訳につ

いて、まず訳語選択をして次に語順を並べ替えるポ

ス トオーダリングの枠組みにおいて、この手法は構

文構造に基づいて語順 を並べ替える。既存のポス ト

オーダリング手法は、構文構造を利用せずに、日本

語語順の英単語列をフレーズベースSMTの 枠組み

によって並べ替え、英文を生成する。これに対 して

提案手法では、日本語語順の英単語列を構文解析 し

て語順を並べ替える。日英の構文構造の違いは大き

く、言語間で同期がとれない部分が多いために、モ

デル化が難 しい。それに対 して、この提案手法では、

目的言語の構造を原言語風の構造に変換 した構造

と変換前の構造との違いをモデル化することで、言

語構造の違いのモデル化を容易にした。特許文書の

日英翻訳の評価実験において、目的言語の構文構造

を用いる既存のSMT、 および既存のポス トオーダ

リング手法と比較 して、提案手法の訳質が高品質で

あることを確認 した。

 目的言語の構文解析器を利用するSMTの 語順推

定の2つ 目の手法として、目的言語の構文解析器を

用いたプレオーダリング手法を提案する[6,7】。この

手法は、まず語順を並べ替えて次に訳語選択をする

プレオーダリングの枠組みにおいて、目的言語の構

文構造を利用 して原言語の語順を並べ替える。既存

のほとんどのプ レオーダリング手法は原言語の構

文解析器を用いて語順を並べ替える。また構文解析

器を用いずに語順を並べ替えるプレオーダリング

手法もある。これに対して提案手法では、目的言語

の構文解析器を用いて語順を並べ替える。次のよう

にしてこれを実現するモデルを構築する。対訳 コー

パスにおいて目的言語の構文解析器 を用いて獲得

した 目的言語文の構文構造を原言語文に射影 し、射

影 した部分的な構造と原言語文を用いて原言語の

文脈 自由文法モデルを学習する。このモデルを用い

て原言語文の2分 木構文構造を構築する。そ して、

構築 した構造から、原言語の構造と並べ替えを同定

するモデルを学習する。射影によって目的言語の構

造 となるべく同期がとれ る原言語の構造 を構築す

ることにより、言語構造の違いのモデル化 とい う課

題を扱いやす くした。特許文書の 日英 ・中英翻訳の

評価実験で、構文解析を用いない既存のプレオーダ

リング手法および原言語の依存構造解析器を用い

る既存のプレオーダリング手法より、提案手法は訳

質が高品質であることを確認 した。

 語順の推定には言語構造が重要である。言語構造

の同定の性能は改善の余地があるため、構造の同定

の改善お よび構造の解析誤 りに頑健な翻訳手法の

開発が今後の課題である。

3.謝 辞

 本博士学位論文を完成 させるにあたり、京都大学

の黒橋禎夫教授、NICTの 内山将夫氏と隅田英一郎

氏には特にお世話になった。このほか職場や大学で

の関係者にもお世話になった。深く感謝する。

4.参 考 文 献

[1]Isao Goto. Word Reordering for Statistical Machine

Translation via Modeling Structural Differences

between Languages. Doctoral Dissertation, Kyoto

University,    May    2014.    DOI:

http://dx.doi.org/10.1145/2518100.

[2]Isao Goto, Masao Utiyama, Eiichiro Sumita, Akihiro

Tamura, and Sadao Kurohashi. Distortion Model Based

on Word Sequence Labeling for Statistical Machine

Translation. A CM Transactions on Asian Language

10



Information  Processing  (TALIP),  13(1):2:1-2:21,

February 2014. DOI:http://dx.doi.org/10.1145/2537128.

[3]Isao Goto, Masao Utiyama, Eiichiro Sumita, Akihiro

Tamura, and Sadao Kurohashi. Distortion Model

Considering Rich Context for Statistical Machine

Translation. In Proceedings of the 51st Annual Meeting

of the Association for Computational Linguistics

(ACL2013), pages 155-165,2013.

[4]Isao Goto, Masao Utiyama, and Eiichiro Sumita.

Post-Ordering  by  Parsing  with  ITG  for

Japanese-English Statistical Machine Translation. ACM

Transactions on Asian Language Information

Processing (TALIP), 12(4):17:1-17:22, 0ctober 2013.

DOI:http://dx.doi.org/10.1145/2518100.

[5]Isao Goto, Masao Utiyama, and Eiichiro Sumita.

Post-ordering  by  Parsing  for  Japanese-English

Statistical Machine Translation. In Proceedings of the

SOth Annual Meeting of the Association for

Computational Linguistics(A CL2012), pages 311-316,

zotz.

[6]Isao Goto, Masao Utiyama, Eiichiro Sumita, and

Sadao Kurohashi. Preordering using a Target-Language

Parser via Cross-Language Syntactic Projection for

Statistical Machine Translation, ACM Transactions on

Asian  and  Low-Resource  Language  Information

Processing (TALLIP), 14(13):13:1-13:23, June 2015.

DOI:http://dx.doi.org/10.1145/2699925.

[7】 後 藤 功 雄,内 山 将 夫,隅 田 英 一 郎,黒 橋 禎 夫.目

的 言 語 の 構 文 解 析 器 を 用 い た 機 械 翻 訳 の プ レ オ ー

ダ リ ン グ.言 語 処 理 学 会 第21回 年 次 大 会

(NLP2015), pages 429-432,2015.

11



        機 械 翻 訳 は ど こまで で き るか ・ど う使 うか?

        一翻訳業界 ・産業界 ・機械翻訳業界による現状分析 と今後の期待一

モデ レータ:中 岩浩巳氏(AAMT会 長 ・名古屋大学)

パネリス ト:

森 口功造氏(株 式会社川村インターナショナル ・日本翻訳連盟ISO規 格検討会副議長)

中村哲三氏(株 式会社エ レク トロスイスジャパン ・テクニカルコミュニケーション協会理事)

秋元圭氏(合 同会社ことばや ・株式会社みらい翻訳 ・AAMT機 械翻訳課題調査委員会委員)

報告者:株 式会社翻訳センター 三宅理恵

モデ レー トセ ッションは、各パネリス トから講演をいただき、そのあと、会場からの質問およびパネリス ト同士

の対話の形ですすめられた。

                         ●TAUSの 紹介1

1.<講 演1>:【 中村哲 三氏 】

 中村氏は、ローカライゼーションの立場でのMT利

用について述べた。最初に言及 したのは、多言語の問

題をたどると英語の問題、さらにたどると日本語の問

題 となることも多いとい う点である。 ヨーロッパでは

機械翻訳(MT)が 一般的に使用されているそうだが、

機械翻訳+後 処理(ポ ス トエディット)(以 下、MT+PE

という業界で一般的な呼称を使用する)は 、日本語が

原文の場合、レベルが低くなる傾向があるとのことで

ある。中村氏は、日本でMTに 対 して懐疑的になって

いるのは、 日本語の表現自体が原因ではないかとい う

指摘をされた。

 ここで、翻訳メモ リ(TM)と いう言語資産を蓄積

して、活用することを薦めている。英語を原文とする

翻訳において、欧米企業ではMTを どんどん利用 し、

翻訳の効率化を図っているのが現状であるとのことで

ある。

◎二段階での適応

 英語から多言語、あわせて 日本語と英語間の翻訳に

地道に取 り組んでいくことが必要であると提言 した。

・TAUS2020

 TAUS2020と い う レポー トに 、 「翻 訳 の これ ま で 」

とい うま とめ が あ る こ とに触 れ た。これ は 、1980年 代 、

1990年 代 、2000年 に 分 け て 翻 訳 の傾 向 の 動 き を概 観

す る もの で あ る。 マル チ ラ ンゲ ー ジ ベ ン ダー(MLU)

か ら、 さ らにconvergenceの 進 行 へ と移 行 して い る と

の こ とで あ る。(中 村 氏 の 説 明 で はconvergenceと は

融 合 の こ とで あ る)2。 日本 の 現 状 で は この 変 化 に つ い

て い け るの で あ ろ うか?日 本語 に つ い て は 、 翻 訳 デ ー

タの 共 有 そ の もの が な され て い な い とい う現 状 が あ る

こ と を指 摘 され た。

・TAUS Database

 これ はMT促 進 の た め の 共 通 の デ ー タベ ー ス で あ る。

現 在 、550億 語 、2,200言 語 ペ ア の デ ー タ を保 有 して

い る 。 デ ー タ ベ ー ス の マ ト リ ッ ク ス はQuality

Dashboardで あ る。あ わ せ て 、 TAUSは ポ ス トデ ィ ッ

トやMTそ の もの に つ い て の 教 育 も行 って い る こ と も

紹 介 され た。

・㎜ の紹介と呼びかけ

豊橋技術科学大学の井佐原均教授がTKUN
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(Translation Knowledgebase and User Network)

を起 ち上 げ た。3TKUNはTAUSと 連 動 して い る。 中

村 氏 は これ らの 体 制 を活 用 してMTそ の もの の 発 展 を

目指 す こ と を呼 び か け られ た4。

◎ 日本 語→ 英 語 翻 訳 の様 々 な 問題 点

 Controlled languageに つ い てお 話 が あ っ た。5中 村

氏 は 、 自身 の ル ー ル とあ わ せ て 体 系 的 な ル ー ル を作 っ

て い る。 これ ら を集 め て ル ー ル 作 成 を行 って い る との

こ とで あ る。中村 氏 が 抽 出 され た77の ル ー ル の うち 、

半 分 く らい はMTに 効 果 が あ る との こ と。 た とえ ば 、

数 字 の 日本 語 固 有 の 連 用 修飾 表 現 は 、 連 体 修 飾 に変 え

る と翻 訳 が 楽 に な る とい う。 ま た 、 日本 語 に 特 有 の 主

語 無 し文 、 「は が構 文 」6を 修 正す る とMTの 質 が 向 上

す る こ とに も触 れ た。

〈他 の ス ピー カ か ら 中村 氏 の 話 題 に 対 す る質 問 や 追

加 説 明 な ど〉

【秋 元 氏 】

 Controlled languageと 聞 く と、語 彙 の 制 限 に つ な

が り、 多 義 的 に な る た め 、機 械 翻 訳 が しづ ら くな る と

い うイ メー ジが あ る が 、 ど うです か?

【中村 氏 】

 そ れ は 単 な る誤 解 で あ り、 英 語 ネ イ テ ィ ブ 向 け の 文

書 改 善 で あ るPlain Englishと 混 同 され て い る の で は

な い か 。Plain Enghshで は語 彙 を減 らす た め に 句 動

詞 が 多 用 され て お り、翻 訳 時 に多 義 的 な解 釈 が で き る

よ う に な る の で 、 翻 訳 が しづ ら くな る 。Controled

Languageで は そ うい っ た誤 解 を な くす た め に 、 一 語

mを 目的 と してstrong verb(強 動 詞)を 使 う よ うに

な って い る。例:「 光 る 」 とい う動 詞 に は名 詞 が 存在 し

て い て 混 同 しや す く な るの で 、 「Plain Englishの よ う

な"light a lamp"を 使 わ な い 」 とい っ た 内 容 。

【森 口氏 】

 TKUNやTAUSと の連 携 は 、 TC協 会 に も意 義 が あ

る と思 うが 、 どの よ うな 連 携 が あ るの か?

【中村 氏 】

 去 年 の1月 に 、TC協 会 とTAUSの 連携 が ス ター ト

した。 今 年 のTCシ ンポ ジ ウム の 京都 大 会 で は 、 ヨー

ロ ッパ のMTに つ い て 、 Pangeanic社 のManuel

Herranz氏 が 講 演 予 定 で あ る。

2.〈 講 演2>:【 秋元 圭 氏 】

 秋元氏は、利用可能な機械翻訳システム等について、

デモを交えながら解説された。

◎法人向け製品における、サー ビスの種類

 オンプレミス

 クラウドサービス

 ホームページの翻訳サービス

 翻訳のAPIサ ー ビス(機 能だけ提供)

◎法人向け製品のもつ機能

   ウェブページ

   辞書参照

   TM(翻 訳メモ リ)登 録

   グループやユーザの作成

   ア ドイン ・ア ドオン(ウ ェブブラウザ、メール

    等)

   クライアン トインス トール(辞 書翻訳、ファイ

    ル翻訳等)

◎MTエ ンジンの具体的な紹介

   以下、複数のMTエ ンジンについてのメイン画

  面を見せながらの説明があった。

①東芝 The翻 訳エンタープライズ

   ウェブ翻訳、テキス ト翻訳

   テキス ト入力→翻訳開始(訳 語も選べる)

   ファイル翻訳

   サーバー側でたまっている翻訳を管理可

Trados連 携機能…Rados使 用時にThe翻 訳を使 う

ことができる。
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② 高 電 社 J・Server

  ウェ ブ翻 訳 、 フ ァイル 翻訳 等 が あ る。

  ユ ー ザ 辞 書 、 ユ ー ザ 翻 訳 メ モ リ登録 可。

  ・個 々登 録

  ・一 括 登 録

  ・一 括 出力

 専 門 用 語 辞 書 の 選 択 。

 オ フ ィ ス の ア ドイ ン機 能 。(リ ボ ン に ボ タ ン が つ

  い て い てそ れ を押 す と全 部 翻 訳 で き る)

03Cross Language Web-'IYanser

  テ キ ス ト翻 訳

  確 認 翻 訳

  ユー ザ辞 書 登 録 、 一 覧

  翻 訳 メモ リ登 録 、 一 覧

  日英 中 な ど複 数 言 語 の 登 録 を一 度 に で き る。

●SYSTRAN Enterprise Server

   テ キ ス トのみ の 表 示 で は な く、マ ウス ポ イ ン

  タ で訳 語 が 出 た りす る。フ ァイル 翻 訳機 能 で は 、

  フ ァイル ア ップ ロー ド後 、翻 訳 が 終 わ る と編集

  で き る。

   ユ ー ザ 辞 書 を リス トア ップ す る画 面 もあ る。

  SYSTRANの ハ イ ブ リ ッ ド

   ル ー ル ベ ー ス に 統 計 的 機 械 翻 訳 の 後 処 理 機

  能 を つ け た も ので 、ユ ー ザ の コー パ ス を ア ップ

  ロー ド して トレー ニ ン グ す る こ と も 可 能 で あ

  る。

◎翻訳の作業(読 むためか、書くためか)

   読むための翻訳 は自分さえ理解できれば良い

 が、一方で書 くための翻訳には翻訳支援機能(フ

 ァイル翻訳、ユーザ辞書登録など)が 必要である。

 これ らの翻訳自体の用途を考えて、MTを 利用する

 レベルを変える必要がある。

◎ セ キ ュ リテ ィ

 HTTPで は傍受される恐れがあるので機密情報

を扱 う場合にはHTTPSの サービスを使ったほ う

がよい。7ポ ータルなどの無料翻訳サイ トでなく法

人向けのサービスサイ トを利用す るほ うがよ りセ

キュリティが高 くなる。無料翻訳サイ トでの翻訳

自体が禁止されている会社もある。

 各 製 品 の 問 い 合 わ せ 先 は 、 東 芝 ・高 電 社 ・Cross

Languageの 各 製 品 は 、 そ れ ぞ れ の 各 社 へ 。 た だ し、

SYSTRANエ ン ター プ ライ ズ につ い ては 、問 い 合 わ せ

先 は み らい 翻 訳 に な る。

<他 のス ピーカから秋元氏への質問あるいはコメン

ト〉

【森口氏】

 東南アジア言語の要望が多い。主に日→東南アジア

への直接翻訳。紹介された製品は、 日本語⇔アジア語

間、あるいは 日⇔欧州言語の機械翻訳には対応 してい

るか?

【秋元氏】

 現在流通 している製品の中には、欧州言語に対応 し

た製品もあるものの、 日⇔欧の機械翻訳を直接行 うこ

とができる製品はほとんどない。一般的には、例えば、

仏→英→ 日のように、英語を介 してブ リッジすること

で、機械翻訳を行 うことが多い。

3.<講 演3>:【 森 口 功 造 氏 】

 LSP(language service provider、 翻 訳 会 社 等)の

目線 で 機械 翻 訳 に つ い て 述 べ た。

 10年 位 前 に も、ル ー ル ベ ー ス の エ ンジ ンを使 用 して

い て 、ポ ス トエデ ィ ッ トをす る案 件 が あ り、苦 労 した 。

欧 米 で は 、MOSESを 含 むMTエ ン ジ ンが 積 極 的 に 活

用 され て い る。 そ して 川 村 イ ン ター ナ シ ョナ ル は 欧 州

で 開 発 され たMTエ ン ジ ン を リセ ラー と して 日本 で 販

売 して い る。 制 作 会 社 ・翻 訳 会 社 で の利 用 が 多 い。

 日本 で は 、MTに 対 す るイ メ ー ジは ま だ あ ま り良 く

な い の が 現 状 で あ る。(MTを 使 って か え っ て 大 変 だ っ
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た とか 、 エ ン ジ ンが 高 価 とか 、MT+PEは 翻 訳 者 と競

合 す る とか 、MT+PEで 他 社 と競 合 す る とい っ た こ と

が 問題 に な っ て きた)

 日本 企 業 に とっ て 、MTエ ン ジ ンの 選 択 肢 は あ ま り

な い。 そ の ほ か に 、MTを 使 用 す る と毎 回 同 じエ ラー

が 起 こる とか 、 ほ とん どの ユ ー ザ が 欧 州 の 企 業 で あ る

こ とか ら、 日本 か ら問題 を 指 摘 して も対 応 して くれ な

い とい っ た マ イ ナ ス 面 な ど も あ る 。 あ わ せ て 、TSP:

translation service providerに とっ て は 、 価 格 も交 渉

しづ らく な る。 こ の よ うな状 況 の 中 で 弊 社 は 、MTに

関 して 、以 下 の よ うに意 識 を 変 え た。

◎翻訳会社の目線からの機械翻訳の扱い方の発想

 翻訳会社の目線か ら見た場合、機械翻訳の扱い方の

発想には以下の3つ がある。

 (1)エ ンジンを売る(販 売権をもらう)

 (2)自 社活用。購入 して試 してみる(例:NICT

からの技術移転を受ける)

 (3)色 々なサービスとくっつけたMT活 用(新 し

いサービスができないか?)

◎川 村 イ ン ター ナ シ ョナ ル のMTサ ー ビス の 事 例

 事 例 ①

 欧 州 の ソ フ トウェ アベ ン ダ ー の 事例

 使 用 した エ ン ジ ン:Globalese

 言 語 の 方 向:英 語 → 日本 語

 ツー ル:SDL Trados Studio。

 川 村 イ ン ター ナ シ ョナ ル で は 、 ポ ス トエ デ ィ ッ ト後

の 訳 文 語 に バ イ リン ガル チ ェ ック も行 うの で 、 ポ ス ト

エ デ ィ ッ トで 生 産性 が 倍 にな って も 、す べ て人 力 で翻

訳 す る場合 の コ ス トの 半 分 以 下 に は な ら な い との こ と

で あ る。

事例②

日系企業内のイン トラネ ットでの活用事例

使用したエンジン:Google翻 訳

言語の方向 英語→多言語

 使 用 した ツー ル:CMSのJoomla(ジ ュ ー ム ラ)→

これ は 多 言 語 展 開 に も使 いや す い もの との こ と。 英 語

の 品 質 は 高 め る必 要 が あ るた め人 力 で翻 訳 す る。

 現 地 法 人 がMTエ ン ジ ンの 翻 訳 結 果 を修 正 で き る よ

うに エ デ ィ ッ ト画 面 を備 えて い る。

 ・機 械 翻 訳 エ ンジ ンを 試 して み る こ との す す め

 ・顧 客 の デ ー タを 使 え な い の が 課題 で あ る。

 ・今 年 のTCシ ン ポ ジ ウム に は 、 日英 の エ ン ジン の

活 用 につ い て のパ ネル が あ る との 紹 介 が あ っ た。

 ・ポ ス トエ デ ィ ッ トに つ い て のISOの 規 格

 ISO18587が 一 年 以 内 に発 行 予定8。

 ・ワー ク フ ロー を もっ とオ ー プ ンに。

 TAUSの ポ ス トエ デ ィ ター の 育成 プ ログ ラ ム も活 用

した ら ど うだ ろ うか 。TAUSのDQFプ ロ グ ラ ム は と

て も使 いや す い。

 ◎ 翻 訳 の 技 術 革 新 につ い て

 "innovator's dilemma"

 これ は 、 新 規 参 入 者 に顧 客 を奪 われ る過 程 を示 した

学 説 で あ る。

 イ ノ ベ ー シ ョ ン を 破 壊 的 イ ノ ベ ー シ ョ ン

(disruptive innovation)と 持 続 的 イ ノベ ー シ ョ ン

(sustaining innovation)に 分 け て い る。 破 壊 的 イ ノ

ベ ー シ ョンの 代 表 と もい え る のが 、Smartling 、 gengo

等 で あ る。

 今 は 、新 しいvalue chainの 再 構 築 が な され てお り、

既 存 の 大 企 業 が こ う した プ レー ヤ ー に 市場 を奪 わ れ る

可 能 性 が あ るの も事 実 で あ る。

 ・MTは 持 続 的 イ ノ ベ ー シ ョ ン(sustaining

innovation)で あ る こ とを 認 め る必 要 が あ る。

 ・あわ せ て 、disruptive innovationと も うま く連 携

して い か な けれ ば な らな い。

 <森 口氏に対す る他のスピーカからの質問および

コメン ト〉

 【中村氏】
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 ポ ス トエ デ ィ ッ トの料 金 は?

 【森 口氏 】

 時 間 を は か って 決 め て い る。

 TMを 適 応 で き る部 分 は 割 引。 MTで も結 果 が使 え

ない もの だ った 場 合 、no matchよ り も作 業 は 大 変 に

な るの で 、no matchと 同等 の料 金 を も ら う。

 MTを 使 え る と ころ か ら使 っ て い く こ とが で き る。

 【秋 元 氏1

 ポ ス トエ デ ィ ッ トの 基 準 や ル ー ル を社 内 で 作 成 して

い る か?

 【森 口氏 】

 外 国 は ポ ス トエ デ ィ ッ トに 関 して は、先 行 して い て 、

ス タ イル ガ イ ドを作 っ て い る。 外 国 語 につ い て修 正 例

が載 っ て い る の で これ を足 した り して作 っ て い る状 態

で あ る。

 【中村 氏 】

 プ リエ デ ィ ッ ト(前 処 理)+ポ ス トエ デ ィ ッ ト(後

処 理)に つ い て 、 メー カー は 必 要 と認 識 して い る と こ

ろ が 多 い。 単 純 な プ リエデ ィ ッ トで も効 果 は あ る が 、

そ れ 以 上 に原 文 で あ る 英 文 を わ か りや す く翻 訳 しや す

く 表 現 す る た め に 、 ヨ ー ロ ッ パ で はControlled

Languageの1つ で あ るASD-STE1009と い う

Simplified Englishが ラ イ テ ィン グ ル ー ル と して使 わ

れ て きた 。

4.全 体 討 議

最 初 に モ デ レー タの 中 岩 会 長 が 、AAMTは ベ ン ダー

とユ ー ザ の 橋 渡 しと述 べ た 。

 <テ ー マ1>

 MTに 期待することは何か?

 ・日本語の必要性が下がることの危険性

 ・インバ ウン ド(外 国から日本にくるお客氏の対応

など)

 【中村氏】

 日本のインターネットビジネスは、世界に向けて発

信 していない。解決 してくれるのはMT?

 ほかのアジア諸国に比べて、日本人は英語力が低い

ことにも注意が必要である。

 そういう背景からみても、言葉の壁をなくすための

MTが 必要である。

 【秋元氏】

 音声翻訳システムが実用的に使いものになったらと

期待 したい!

 MTの 音声翻訳を使い、できない場合にオンライン

の通訳サービスを利用するとか。こういったことをす

ることで、使えるMTに したい。全ての店舗に通訳を

おくことはできないので、MTを 使えるといいのでは

ないか。

 【会場からの質問】

 官庁の翻訳では、原文に極力忠実に翻訳を行 うこと

が望まれるため、訳文品質の良さよりも原文と同じ構

造であるかが重視されると聞いているが。10

 【森口氏】

 まず、プ リエディットできないのかが疑問だが、海

外のお客様から、日本語の品質に問題があるとの指摘

がでることがある。その改善策を求められることもあ

る。

 【森 口氏 】

 今 の ま ま で は 、時 間 が か か りす ぎでMTを 使 え ない 。

も っ と ス ピ ー ドが 要 求 さ れ て い る 。Smartlingや

gengoが 必要 と され て い る。11あ わせ て 、 ア ジ ア の 言

語 に 、 今 後 す ごい ニ ー ズ が あ る。

 ◎ 言 語 対 の拡 大 に 期待 。

 (中岩 氏 コメ ン ト:陰 な が らMTが 動 い て い る状 況

で あ る。MTに は柔 軟 性 が必 要 で あ る。)

〈 テ ー マ2>
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・MTを 使 用 した 新 しい 翻 訳 ビジネ ス は あ る か?

・の び しろが あ る な ら どこ?

・東 南 ア ジア 言 語 へ の 拡 大 の コ ス ト

 【中 村 氏 】

 ヤ マ ハ株 式 会 社 に よ るお もて な しガイ ドに つ い て:

 音 の ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン化 支 援 シ ステ ム 「お もて

な しガ イ ド」12

 外 国 の 人 もス マ ホ で み られ る。 多 くの 言 語 や 情 報 が

飛 び 交 う と音 が 音 を邪 魔 す る事 態 に な る。「お もて な し

ガ イ ド」 で は これ が 起 こ らず 、 人 々 が 自分 に とっ て必

要 な情 報 を 選 ん で利 用 で き る よ うに な って い る。 仕 組

み と して は 、 テ キ ス トデ ー タ(駅 情 報 等)を あ らか じ

め ア プ リ に 組 み 込 ん で お く 。cf. PIJINのQR

Translator13

 MTだ け で は な く周 辺 技 術 を使 っ て い く こ とが 必 要

で あ る。

 【秋元氏】

 技術者 としての視点からいえば、海外のTMS(翻 訳

管理システム)と の連携は、機械翻訳に当た り前のよ

うについてくる。一方、日本では連携が少ない。 日本

ではMTソ フ トの中でTMSの ような機能を作ろうと

している印象がある。

 TMSの 機能強化→MTを 使ってもらえるように連

携が必要である。

 【森口氏】

 先の秋元氏の視点は新鮮だった。翻訳会社 としては、

TMSの 中でMTな どが取 り込まれるとい う意識を持

っている。存在 しているものを使 うとい うのがひとつ

の方法ではないかと思 う。

5.報 告 者 か らの感 想

 様々な立場で機械翻訳に携わっている方々による意

見交換はとても貴重である。AAMT機 械翻訳フェアで

は初めての企画ということもあり、開始前から、この

セ ッションへの期待はとても大きいものであった(特

に翻訳会社の人にとっては)。

 中村氏は、ユーザ企業の立場 として、自身の機械翻

訳に対する考えを、プ リエディット(制限言語の活用)

な どを含めて語 られた。ユーザとして機械翻訳の精度

をあげるためにどうした らいいかを常に考え研究しつ

つ、このような場で問題点を述べ られた。中村氏は、

TAUSのAmbassador等 も務め、日本における機械翻

訳の振興のために活躍 している。 自らスタイルガイ ド

を作成するなど、機械翻訳に本格的に取 り組まれてい

る。

 秋元氏は、様々な機械翻訳 ソフ トについて、分か り

やすく、MTの 機能説明をされた。特にルールベース

の機械翻訳エンジンに非常に詳 しい説明があったので、

機械翻訳に関心を持ちながらもどうい うものかよく分

からないという方々が秋元氏のデモによって、どうい

うふ うに操作するものなのか、とい うイメージをつか

みやすかったかと思 う。メーカーが異なってもインタ

フェース(操 作画面の見た目)は 似ていることが多い

が、その機能には少 しずつ違いがあるということをよ

く整理 して説明 された。

 森口氏は、翻訳会社 として自ら機械翻訳を利用され

つつ、販売店 として様々な翻訳会社 ・ユーザ企業へ機

械翻訳を媒介されている立場から、MTに 関する多岐

にわたる話をされた。ポス トエディットについては、

業務で扱われ経験が豊富であるのみならず、ポス トエ

デ ィットに関するISOの 規格の発行準備にも国内委

員 として携わり、日本におけるMTの 普及のために尽

力 されている方である。

 今後も、様々な立場の方々による機械翻訳について

のこのような情報交換や、基本的な事柄についても学

べる機会をぜひ設けていただきたいと思った。

 全体討論の最初に、中岩会長は、AAMTは ベンダー

とユーザの橋渡 しをしたいと述べた。 このようなセ ッ

ションを企画 してくださったことを心から感謝 し、こ

れからのAAMTの 取組みに期待する。
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最後に、本報告記事の執筆にあた り、情報をご提供

くださった方々に感謝申し上げる。

注記:

 1.中 村 氏 はTAUSのAmbassadorで もあ る

 2.convergenceに は 日本 語 の 定訳 が ま だ存 在 しな い。

 3.TKUN起 ち上 げ の イ ベ ン トと して 多言 語 情 報 発

信 シ ン ポ ジ ウ ム が 今 年 四 月 の 上 旬 に 開 催 され た 。

AAMTジ ャー ナ ル のNo.59に 報 告記 事 が 掲載 され て

い る。

 また 日本 翻 訳 ジ ャー ナ ル(JTFジ ャー ナ ル)に も、

シ ンポ ジ ウム の 各 講 演 に つ い て の 詳 細 な 報 告記 事 を掲

載 して い る:

 http:〃journal.jtf.jp/tooltech/id=468

 4.ユ ー ザ 企 業 に と っ て機 械 翻 訳 を進 め る好 機 だ と

ア ピー ル され た の だ と思 う。

 5.制 限 言 語 と和 訳 され る こ とが 多 い が 、言 葉 に こだ

わ りを持 つ 講 演 者 なの で 、制 限 言 語 とい う言 い 回 しが

しっ く り来 ず 、英 語 の ま ま述 べ た 可 能 性 が あ る。

 6.「 象 は 鼻 が長 い 」 とい うよ うな 、 「～ は ～ が ～ 」

とい う構 文 の こ とで あ る。 主 題 の 「は 」 の 処 理 が 難 し

く翻訳 しづ らい構 文 で 、避 け る こ とが の ぞ ま しい との

こ とで あ る。

 7.HTTPSの ほ うが暗 号化 され てお りセ キ ュ リテ ィ

が 高 い と言 え る。 イ ン ター ネ ッ トー 般 の重 要 事 項 で あ

る。

 10.会 場 か らの この 発 言 は 、官 庁 の 文書 の特 殊 性 に

関 す る ご質 問 と考 え られ る。 (中岩 会 長 よ り)

 11.TAUSの ホー ムペ ー ジ 日本 語 化 プ ロジ ェ ク トで

Smartlingを 使 用 した とこ ろ 、 た しか に使 い やす い。

依 頼 もポ ス トエ デ ィ ッ トも、 あ らゆ る操 作 が簡 単 な の

で ス ピー ドも増 す と思 われ る。

 12.ヤ マ ハ の 音 の ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン化 支援 シス

テ ム 「お もて な しガ イ ド」 に つ い て の説 明 ペ ー ジ:

 http:〃jp,yamaha.com/news_release/201411409300

1.html

 この 部 分 の ご講 演 内 容 に つ い て は 、 上 記 の 説 明 ペ ー

ジを 参 考 に 、 中村 氏 の お 話 に 言 葉 を補 って 記 載 させ て

い た だ い た。

 例 えば 、 ウ ェブ 上 で ミラ ノ万 博 の 日本 館 で 使 用 され

て い る同 シス テ ム の 紹 介 が 見 つ か った:

 http:〃jp.yamaha.comlnews_release12015/1504160

1.html

  日本 館 公 式 ア プ リを使 用 す る こ とで 、 イ タ リア語

の 音 声 に同 期 した 英 語 と 日本 語 の 翻 訳 音 声 を 自分 の ス

マ ー トフ ォ ンで リア ル タイ ム に楽 しむ こ とが で き るそ

うだ 。

 13.昨 年 のTAUS東 京 フ ォー ラ ム で の講 演 の報 告 記

事 を参 照:

 http:〃journal.jtf.jp/tooltech/id=315

 8.ISO18587に つ い て は 、 TKUNシ ン ポ ジ ウ ム で の

同 テ ー マ に っ い て の 森 口 氏 ご 講 演 の レ ポ ー ト参 照:

 http:〃journal.jtf.jp/tooltech/id=481

 (森 口 氏 ご 自身 に よ る ご校 閲 済 み)

 9.ASD Simplified Technical Englishと い う制 限 言

語 の こ と で あ る 。
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AAMT機 械 翻 訳 フ ェ ア(MTフ ェア)2015展 示 コー ナ ー の報 告

 長瀬友樹

富士通研究所

1.は じめに

 去る6月16日 、AAMT総 会およびAAMT

機械翻訳 フェア2015が 開催 され ま した。

AAMT機 械翻訳 フェア(以 下、「MTフ ェア」)

はAAMT総 会に付随 して行われ る報告会、

講 演会 、懇親 会な どの総称 で、 この名前が

使 われるのは今年で2年 目にな ります。

 当協会では、「MTフ ェア」の命名に合わ

せ て、ご参加 いただいた方々に有意義 な場

を提供す るためにイベ ン ト構成(プ ログラ

ム、時間配分)に ついての検討 を重ねて き

ま した。 その結果、昨年度か ら新 たに 「展

示 コーナー」 を設けるこ とにな りま した。

これは、希望す る法人会員に展示 ブース を

無償で貸 し出 し、製 品やサー ビスの プロモ

ー シ ョン、利用者のフィー ドバ ック収集 等

の機会 を提供す るものです。展示 コーナー2

回 目となる今年は8団 体か らの出展があ り、

翻 訳 フェア の企画 と して定着 した よ うで

す。

 本稿 では、展示 コーナーの企画 ・運営を

担 当したAAMT機 械翻訳課題調査委員会を

代表 して、今年の展示 コーナーの概要 と来

年度以降の課題について報告いた します。

2.今 年の展示 コーナー

 昨年度展示 コーナーに出展 された団体か

らのフィー ドバ ックとして、「会場の混雑が

激 しかった」、「展示時間が短す ぎた」 とい

う問題 の指摘(複 数)が あ りま した。 これ

を受けて、会場混雑の緩 和、展示時間の延

長 を課題 として対応 を検討 した結果、今年

の展示 コーナーでは下記の対策 を実施す る

ことにな りま した。

・本会場での報告会 ・講演会 の時間 も並行

 して展示を行 う(前 年度 は、休憩時間の

 み展示)

・本会場での講演会開始前にも展示 を行 う

・展示会場の部屋を追加 し2部 屋 とす る(前

年度は1部 屋)

これ らの対策 によ り、展示 コーナーの開催

時間は12時 か ら18時 までの6時 間 とな り、

前年度(80分)の4倍 以上にな りま した。

また、1団 体 あた りの展示面積 も前年度 の

1.5倍 とな り大きく改善 されま した。

 開催 に際 しては、関係者並びに当協会法

人会員の方 々の ご支援 を賜 り、今回の展示

コーナーには前年度 を上回 る8団 体(当 協

会法人会員7社 、当協会委員会)に ご参加

いただきま した。結果 、当 日は場内大変盛

況で、成功裏に閉会す ることが出来ました。

2.1出 展団体 と出展内容の概要

 展示 コーナーへ の参加 団体は、国立研 究

開発法人情報通信研 究機 構、株式会社 クロ

ス ラ ン ゲ ー ジ 、 株 式 会 社 高 電 社 、

YAMAGATA INTECH株 式会社 、株式会社

川村インターナシ ョナル、株 式会社み らい

翻訳、富士通株式会社(順 不同)の 法人会

員7団 体 と、当協会委員会(機 械翻訳課題

調査委員会、AAMTIJapio特 許翻訳研究会、

イ ンターネ ッ トWG、 編集委員会)の 計8

団体で した。

 各団体の展示の表題 とその要 旨は次の と
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お りです。(各 出展団体か ら提出 された概要

をそのまま掲載 します。)

① み ん なの 自動 翻訳@TexTraR

 (国立研 究 開発法 人情 報通 信研 究機 構)

 昨 鰻 か ら一般 〆ご無 料 公燗 しでい る 流み

ん なの6動 翻 訳@π κルヨ砂 を展 示 の ξプら

この 一年跨 の藤 ま しで、/凝 擬 翻潔 鞭 の

改 函 と/ス 手翻 訳支 援 雄 譜 の充 宥ノ が あ

クま 先 謬 しぐは

 https://mt-autominhonml t. ucri. jgn-

x.jp/を ご参,解 ぐだ さ ρ。

② 自社製最新の翻訳エンジン

  (株式会社クロスランゲー ジ)

 量新 のβ鋤 翻 訳エ ンジン ま、そのナーバ

ーアプグクーシヲンを展示 しま先9TTATエ

ン ジン6`つ ρ でな、中厘語 と鋸 諮 エンジ

ンのチューニング ら辮 中で先

③ 機械翻訳サービス 「Y-MTS」のご紹介

  (YAMAGATA INTECH株 式会社)

  ia` 、 ラま ぐ瑚 ナれ届 翻駅時潤

とコス みの底減に葡 で先 を陶文 書や撹

縷 料 のよ ラな、時甥 とコス みが劒7で 今

ま で翻 訳を諺 め でいた文害 ら翻 訳できるよ

ラ!こな クまプb舅 庄、藩擬翻 訳1方蕩な二極

危の働 が児 られ まプるWeb 1の 無稗 ナー

どヌ のよ ラな"ロ ーエン ド"の ナー どヌ、

そ しで琵笑 の多凝譜 ・蕩綴 なソフFク ェ

アのよ ラな`シ 、イエ ン ド"の ナー どヌ で先

弊 祉の ズr躍鋤 な'、``v一工ン ド"の よク

〆ご手軽 であ クなが ら、`シ、イエン ド"〆こおい

でβ茅鍛 で求め らノ乙る♂蜂石管を安≧含〆こ棚7で

きる、``ミF'ンLレンジ"の 雄擬翻 ゲー どヌ

で先}'MT,Sを 導ス ナることで、お.客羨の

グ ローバンレな業務 フ17一 を効 率危、農遍r危

   Yo

④ 多言語機械翻訳エンジンGlobalese

  (株式会社川村イ ンターナ ショナル)

 αoわa」b5θな～凝撰翻 訳まポズFエ ディソ

みを想定 したプRジ ェク みの クークフ ロー

の最鐘危 をβ的 ま したMosesベ ースの多ぎ

 ..,,・;y エンジンで先Globaleseの イン

タフェースぽ とでら髭〃、やナ ぐ、エンジンの

鯉 孝やボスFエ ディタ ーか らの要望 を坂

クスノτた羨 々な機`9'cを6ち 、この機1諾:を騨

に翻 できま先 房諜 のアソプv一 だ凝藷

な6ち ぢん、麓叛翻 訳のpPA一質を評砺ナる麓諺

ら駿 され でいまプら蒲 とβ本語 のコン ど

ネ ーションだンプでなな ぐ、約40言 房の紹み

Aわ ぜに,赫 可謄なの6、 α0わヨ」1eseの強み

でプOm('ATソ ーノレともシーム レス〆ご遵

携が できるため、既存の翻 訳クークフローの

㌍に ら翻 〆ご導ス できま先

⑤ み らい翻訳の ビジ ョンと今後の製 品展開

  (株式会社み らい翻訳)

 2014年10/9G`NTTみ"コ ぞ、 SYSTRAN,、

フユー みレソクの∠β葺 で誕 生 した新 し〃槻1

撰翻 訳翻 ぎの会祉 でプち 会産 どジョン ..

心ノご今奏み らい翻 が麗 謂 ナる、製 易 ロー

ドマソプをご紹労'し芸先

⑥ 未来を拓 く! 多彩な翻訳 ソリューシ ョ

 ンのカタチ

  (株式会社高電社)

 蕩 盾をが長 年培 つ できたノ〃一ル ベース翻

訳や、辮 繍 〆こよる39議 護会方!吻辮 の

クラク だ翻 訳テーどヌ1L7-SERレE'R Office

」glZノラク 人ンをな'じめ、蕨業瓶設 や防 災β

的 での棚 ヲを児必んだ翻 訳≠差声 シス テム

匠'㎝ ㎜Guidance、 遍1βが 不要 な

』ηぬoガ 赫 遍訳 アブ」、7Jメ ラ翻駅 アプ

グな と"、多種多羨 な磯嚇 顯 の醐 箏吻 を

ご羅 介〃、た しま先
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⑦ 富士通 グル ー プ 内専用 セ キ ュア翻 訳 クラ

 ウ ド サ ー ビ スOnline Translation

 Service社 内事 例紹 介

  (富士通 株 式会社)

 葺 士遍 凝 擬 翻嵌 友 茄 の左 殉 活汚ヲ算珂 とL

で 権ア士遍1グン〃一プ 勾翻 セ キュ ア翻 訳ク

ラ ク み"ナ ー ど ス Online Transla tion

Serviceを 箏 例留 介ρりをし5ξ先 サ ー どンく

メニ ュ ー6クラち、儲 むノ支 援 ナー どヌ 、r書

ぐノ」乏援 ナ ー どヌ 、 ズクアノレタイ ム コ ミュニ

ケ ー ション」 鞭 ナー どヌ の3つ に つ い で、

デ モ uを 交 え で説 男 いた しまプ0

⑧AAMT委 員会活動報告

 (アジア太平洋機械翻訳協会)

 当赫会に属 ナる4つ の類 会お よびWG

磯 擬 翻 諜題 罷 委買 会、AflMT/Japio

待詳1翻訳研 究会、インターネソ みWG、 編

糞類 劇 〆ごっG1で 、2014鰻 の蕎轍 突

〆ごつG'で 叛苦 し5ξ先

2.2出 展団体へのアンケー ト

 本会終了後、出展団体の担当者を対象 に、

アンケー トを通 じてご意見な どを頂戴 しま

した。 このア ンケー ト調査の質問項 目と回

答例は次の通 りで した。(選 択式の回答の う

ち最多であった ものにマーク(ノ)を 付け

ま した。)

1.今 回の出展に満足 されま したか?

   ゾ満足

    ほぼ満足

    普通

    少 し不満

    不満

2.客 層 に満足 されま したか?

    満足

    ほぼ満足

   ゾ普通

    少 し不満

    不満

3.主 な出展 目的は?

    新規ユーザ開拓

    展示会での商談

   ゾ市場ニーズの把握

    新製品発表のため

    製品のイメージアップ

    既存顧客 との コミュニケーシ ョン

4.ス ペ ー ス はい かが で したか?

 広す ぎる

 少 し広い

ゾちょうど良い

 少 し狭い

 狭す ぎる

5.展 示時間はいかがで したか?

    短す ぎる

    少 し短い

   ゾちょうど良い

    少 し長い

    長す ぎる

6.講 演会 と展示会のプログラム構成は?

   ●!講演会 と展示会の並行開催でよい

    演会の休憩時間のみ展示でよい

    時間帯を完全に分けたほ うがよい

7.来 年の出展について

    出展する

   ゾ出展 を検討する(わ か らない)

    出展 しない

 また 、展示会全体 を通 しての自由記述欄

では、次のよ うなご意見が寄せ られま した。

(原文のまま)

・展示 纏 がし二つ〆ご分か轟 で〃、占ξしたが 、

 でき轟ぱ:μヲo鉱 屋 で区 切 クな ぐ麗示 した
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ρと,齢 、ま した、

・諺 演 会 終 ア憂が褒 らお 客 擬 が展 示 会 〆こ笑

揚 され る時 潤 蕩だ と想 い5ξナの で、諺 貰会

燗 催 時燭 ぽβグoる と し で、最 終 諺 潔 ア

憂、 懇密 会粥 占ξでの時摺 の15分 で ら展

示 会 の み の鮭 耀 が あ る と よG'と,{郵 、ま し

た。 θ2鮭 か ら麗 示 会瀦!ごPg Lで な 賛

hk`で プ0ノ

・諺 貰 会 と展 示 会な1」茜 テ!舅9催でよ ρ と,蟹ρ

ま ナが 、最 憂 の セソ シ ョンが始 ま った 授な'

お 客 酵ぱ ゼRで した の で、その時,点 で展示

〆涛媛攻 瀦 し で しま っ で らよ 〃}よ ラに,蟹

G、ま・乙.た。 た ぐさ/vの 方 、とお話 乙.ナる黄

重 な醗 会 を 〃リをだ'き'ま・したoあ ク汐∫と ラこ"

ざρま した。

3.次 回に向けて

今回、展示時間長 く取 り、展示会場を1部

屋追加 したことで、混雑回避 とい う点では

大き く改善 されま した。 一方で、講演会 と

重 なる時間帯 は展示 コーナー にほ とん どお

客様 がお見えにな らず、展示担 当者 の方に

ご迷惑をおかけする結果 とな りま した。

次回は、アンケー ト結果はもとより展示を

ご覧になられ た皆様 のご意見を参考に しな

が ら、よ り有益な展示ができるよ う改善を

麺醸
響欝

ぎ

図 りたい と考えています。特に講演会 と展

示 コーナーのプ ログラム構成 について見直

しを行 い、展示時間内の展示 コーナーを見

に来 られ るお客様 人数 を平準化で きれ ば と

考 えています。

4.お わ りに

 展示担 当者の方々か ら頂戴 した ご意 見に

よ り、次回に向けた課題 を確認す ることが

できま した。本紙面を借 り、 ご回答いただ

き ま した担 当者 の皆様 に御 礼 申 し上げ ま

す。

 展示 コーナーは、AAMTの 法人会員であ

れば無料で出展す ることができます。今 回

出展 されなかった法人会員様 も、ぜひ、次

回 の出展 を ご検討 い ただ けれ ば と存 じま

す。

 展示 コーナー(ま たはMTフ ェア全般)

について、 ご要望やお気付 きの点 な どござ

いま した ら、AAMT事 務局までお寄せ頂け

れば幸いです。

＼ ＼ 、

 
 
 
 
 
駄
,戦
、

1
4

 

臨
↓

難

響

・

瓶

写真1:準 備が整 った展示ブース 写真2:ブ ース設営の様子
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手軽で便利な機械翻訳 ツールY≧MTSの ご紹介

YAMAGATA-NTECH株 式会社

    松尾絢子

 2015年6月16日 、 ホテ ル ア ジ ュ ール 竹 芝 に て

「AAMT機 械 翻 訳 フ ェ ア(MTフ ェ ア)2015」 が 開催

され ま した。 第2回 とな る今 回 のMTフ ェ ア で は 、

昨年 度 の 盛 況 を受 けて 会 場 スペ ー ス が 去 年 の2倍 、

展 示 時 間 は3倍 に 拡 大 され ま した 。 この お か げで 、

ご来 場者 の 方 々 に は 、場 所 も時 間 も ゆ っ た り と した

環 境 で 、弊 社 を含 め た7企 業 ・団 体 の デ モ 展 示 を ご

覧 い た だ く こ とが で きま した。

今 回 弊 社 は 手 軽 に使 え る機 械 翻 訳 ツー ル 「Y-MTS」

を展 示 しま した。以 下 、本 製 品 につ い て ご紹 介 い た

します 。

●Y-MTSが 開発されたわけ

現在、機械翻訳市場は二極化の傾向が見られます。

一つはWeb上 の無料サービスです。だれでも気軽に

翻訳できますが、その反面、機密情報の入力が情報

漏えいにつながるというリスクがあります。

もう一つは従来の有償のMTソ フ トウェアやシステ

ムです。多機能 ・高精度ではあ りますが、多機能す

ぎて使いこなせないとの現場の声も聞かれます。

そこで弊社では、この両タイプの中間に位置する、

必要な基本機能を備えながらも安全 ・手軽に使用で

きる 「Y-MTS」を開発 しま した。

●Y-MTSの 特色

 ・万全のセキュリテ ィ

 暗号化通信を使用 した安全な環境で、情報漏えい

の心配なしに作業できます。

 ・ど こか らで もア クセ ス 可能

 事 前 の イ ン ス トー ル や 設 定 は 一切 不 要 。イ ン ター

ネ ッ トに ア クセ ス で き るデ バ イ スが あれ ば、す ぐに

利 用 で き ます。

 ・ご利 用 に 適 したMTエ ン ジ ン を選 択

 ル ー ル ベ ー ス 、 統 計 ベ ー ス を問 わ ず 、 あ ら ゆ る

MTエ ン ジ ン と連 携 で き ます 。

 ・独 自の自動チューニング機能を搭載

 機械翻訳 しやすい原文に事前調整 してか ら翻訳

し、その後、機械翻訳特有の言い回 しも自動修正 し

ます。

 ・カスタマイズ可能

 お客様の用語集を登録 し、自動チューニングの内

容をカスタム調整することで、ご指定の言い回 しや

用語で翻訳できます。

Y鶯 丁『鴨e.

鵜ゆ ㏄窺

・フ ァイル レイ ア ウ トそ の まま で 翻 訳

 Microsoft Officeフ ァイ ル で あれ ば 、 元 の レイ

ア ウ トに 沿 っ て 訳 文 を 上 書 き翻 訳 し、ブ ラ ウザ 上 で

す ぐに ダ ウン ロー ドで きま す 。

幽 …   挫謝
・セル フ ポ ス トエ デ ィ ッ ト

翻訳 済み フ ァイル を ダ ウ ン ロー ドす る 前 に 、ブ ラ

ウザ 上 のエ デ ィ ッ ト画 面 で編 集 が 可 能 です 。原 文 と
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訳 文 を並 べ て1文 ず つ チ ェ ッ クで き ます 。

・ポ ス トエ デ ィ ッ トサ ー ビ ス

 MTよ り高 い 品 質 をお 求 め の お 客様 向 け に 、 経 験

豊 富 なエ キ スパ ー トがMT訳 文 を チ ェ ック ・修 正 す

る ポ ス トエ デ ィ ッ ト(後 編 集)サ ー ビス も ご用 意 し

て い ます 。

●使用例

以下のようなお客様に最適です。

・外国語の技術資料の概要だけ把握 したい。

・議事録などの社内文書の内容を全世界の社員が共

有できるよ うにしたい。

・海外の顧客からの問い合わせ内容をすばやく把握

し、速やかに対応 したい。

・外国人スタッフとの業務連絡のメール作成にかか

る時間を短縮 したい。

●今後に向けて

今回の展示では新 しく搭載 したセルフエディッ ト

機能を中心に紹介させていただきました。ご覧にな

ったお客様から直接いただいた貴重なご意見をも

とに、さらに使いやすいツールを目指 して改良を進

めてまいります。また、本製品は柔軟なカスタマイ

ズが可能です。お客様の環境やご要望に沿ったご提

案をさせていただきますので、ぜひお気軽にお問い

合わせ ください。

Y鶯1「anslate Files+p.E.

a

k1 ,聾「` 躍   ",榊▼轟殉煎 ㎝ 唯

   ●9賜嬬■嘱暉ゆ四鴨圏闘面
   闘 閥覇的岡幽曝

連 絡 先:翻 訳 ビ ジ ネ ス 部Y-MTSサ ポ ー ト担 当

ymts@yamagata‐intech. jp
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一
み ん な の 自動 翻 訳@TexTra⑧ ～1周 年 に な りま した ～

    https://mt-auto-minhon-mlt.ucri.jgn-x.jp/

    情 報 通信 研 究機 構 多 言 語 翻 訳研 究 室

            内 山将 夫

 「み ん な の 自動 翻 訳@TexTra⑭ 」 は 、 自動 翻 訳 を

み ん なで 育 て るサ イ トです 。NICTの 自動 翻 訳 エ ン

ジ ン(2014年 に 第9回AAMT長 尾 賞 受 賞)に 、み

ん な の 対 訳 や 用 語 を追 加 す る こ とに よ り、自分 好 み

の 自動 翻 訳 エ ン ジ ンが 作 成 で き ます 。

 NICTの 自動 翻 訳 エ ン ジ ン は 、「特 許 や マ ニ ュア ル

な ど長 文 を正 確 に 翻 訳 す るた め の新 技 術(語 順 変 換

と訳 語 選 択 の独 立 実行 に よ る 統 計 翻 訳 技 術)の 研

究 」に基 づ く もの で 、同 じ技 術 に基 づ く 自動 翻 訳 エ

ンジ ンが既 に 複 数 企 業 で 実 用 化 され て い ます 。

 み ん な の 自動 翻 訳 は 、昨 年 のAAMT・MTフ ェ ア と

同 時 期 に オ ー プ ン して 、 今 年 で1周 年 に な りま し

た。

 み ん な の 自動翻 訳 の 特徴 は 次 の もの で す 。

① 誰 で もア カ ウン トを 作成 して ロ グイ ンで き ます 。

② 日英 ・日中 ・日韓 の翻 訳 エ ン ジ ン を使 用 で きま す。

③ 対 訳 用 語 や 対 訳 文 章 を 登録 す る こ とに よ って 、自

動 翻 訳 エ ン ジ ン を カ ス タマ イ ズ で きま す 。 例 え ば 、

「情 報 通 信 研 究 機 構 」 と 「National Institute of

Information and Communications Technology」 を対 訳

用 語 と して登 録 で きます 。

 これ らは 自動 翻 訳 エ ン ジ ン の メイ ン の 機 能 で す

が 、 次の よ うな機 能 も備 え ます 。

① 翻 訳 支 援 エ デ ィ タ

② み ん な で共 同 して翻 訳 支 援 を利 用 して 翻 訳

③WebAPIに よ る翻 訳 エ ン ジ ン の利 用

④ 自分 だ けの 翻 訳 エ ン ジ ン の 訓練

⑤ 異 言 語 の テ キ ス ト同 士か ら対 訳 文 を 自動抽 出

⑥ 用 語 抽 出

 当機 構 が 運 営 して い るみ ん な の 自動 翻 訳 は 、利 用

規 約 にあ る よ うに 、非 商用 利 用 に 限 定 され た もの で

すが、みんなの自動翻訳 と同等なシステムを当機構

から商用にライセンスす ることが可能です。そ し

て、実際に、複数の企業が当システムのライセンス

を受けています。一
     億勧翻譲と使一・てみよう[

K
一ユ=

 1鵬 繍r・ 鳳卜    r ⊆り電h       卜 7旨rO P  r騨,
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み ん な て 協 力 し よ う1

 今年のAAMT-MTフ ェアでは、特許庁 と共同で作

成 した特許対訳データを用いた特許自動翻訳エン

ジンのデモを重点的に紹介 しました。

 これらの特許自動翻訳エンジンは、日英 ・日中 ・

日韓に対応 していて、みんなの自動翻訳か らお試 し

いただけます。

 たとえば、英 日特許翻訳により、英語の請求項を

日本語に翻訳すると次のようになります。

 英 語 請 求 項: Acomputer system configured to

analyze an Internet request for content, the computer

system comprising:aprocessor;and a memory, storing

information known about web sites, communicatively

coupled to the processor wherein the processor is

configured to:receive a first client's request for content,

the request indicating content to download from an

identifiable Internet host and a first address for the

identifiable Internet host;analyze the address for the

content with respect to the information known about

web sites;determine the first address represents an
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unauthorized distribution site for the request;identify

one or more second addresses associated with

authorized distribution sites for the request;prepare a

response message responsive to the request, the

response message comprising at least one of the

identified one or more second addresses, wherein the

one or more second addresses are different from the first

address;and send the response message to the first

client.

 日 本 語 翻 訳:プ ロ セ ッ サ と;プ ロ セ ッ サ は 、 コ ン

テ ン ツ の 第1の ク ラ イ ア ン トの 要 求 を 受 信 し 、識 別

可 能 な イ ン タ ー ネ ッ ト ・ホ ス トの 識 別 可 能 な イ ン タ

ー ネ ッ ト ・ホ ス トと 第1ア ド レ ス か ら ダ ウ ン ロ ー ド

す る コ ン テ ン ツ を 示 す 要 求 で あ る こ と を 特 徴 と す

る 、 ウ ェ ブ サ イ トに 関 す る既 知 の 情 報 を 記 憶 す る 、

メ モ リ プ ロ セ ッ サ に 通 信 可 能 に 結 合 され た と;ウ ェ

ブ サ イ トに つ い て 知 ら れ て い る 情 報 に 関 し て コ ン

テ ン ツ の ア ド レス を 分 析 す る と;要 求 の 第1ア ド レ

ス 不 正 配 信 サ イ トを 決 定 す る と;要 求 に 対 す る 許 可

さ れ た 配 信 サ イ トに 関 連 す る1つ ま た は 複 数 の 第2

の ア ド レ ス を 識 別 す る と;要 求 に 対 す る 応 答 メ ッセ

ー ジ を 作 成 し 、識 別 さ れ た1つ ま た は 複 数 の 第2の

ア ド レ ス の うち の 少 な く と も1つ を 含 む 応 答 メ ッ

セ ー ジ は 、1っ ま た は 複 数 の 第2の ア ド レス が 第1

の ア ド レ ス と は 異 な る と;第1の ク ラ イ ア ン トに 応

答 メ ッセ ー ジ を 送 信 す る と;を 備 え る こ と を 特 徴 と

す る コ ン テ ン ツ は 、コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の た め の

イ ン タ ー ネ ッ ト要 求 を 分 析 す る よ う に 構 成 さ れ た

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 。

中国語特許文:如 枚利要求8所 述的薄膜晶体管陣

列基板的制造方法,其 特征在干,在 対上述第1柵 扱

絶壕膜和上述多晶硅展遊行平坦化的工序中使用化

学机械馳光。

日本語翻訳:請 求項8に 記載の薄膜 トランジスタ

アレイ基板の製造方法であって、前記第1の ゲー ト

絶縁膜及び前記ポリシリコン層を平坦化す る工程

において、化学的機械的研磨を使用することを特徴

とする。

これまでに、上記中日特許 自動翻訳エンジンを、

複数の外部の専門家に評価 していただいたところ、

いずれも、高評価をいただいています。

ぜひ、皆様にもお試 しいただければと思います。

 このような超長文の翻訳は、これまでは、統計的

自動翻訳では困難なもので したが、当機構において

は、パターン翻訳と統計的自動翻訳のハイブリッド

翻訳を活用することにより、対応 しています。

 また、重要性が非常に高い、中日特許翻訳の事例

は次のようなものです。
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一
み らい翻訳の提案する機械翻訳 ソリューシ ョン展示会報告

株式会社み らい翻訳

    平野幸治

 み ら い翻 訳 は2014年10月 に 起 業 され た ジ ョイ ン

トベ ンチ ャー で あ り、2015年6月16日 に ホ テ ル ア

ジ ュー ル 竹 芝 にて 開 催 され た 「AAMT機 械 翻 訳 フ ェ

ア(MTフ ェ ア)2015」 に 初 出 展 しま した 。

 当日はたくさんの方にお越 しいただき、意見交換

をさせていただきました。

 通常の展示会 と異なり、機械翻訳に造詣の深い皆

様 との意見交換は大変刺激にな りま した。

 みらい翻訳では、既存の様々なテクノロジーと弊

社オリジナル技術と組み合わせた、日本語をコアと

した多言語翻訳システムを構築 しています。

 エンジンの組み合わせ としては、ルールベースエ

ンジン(RBMT)と 統計型エンジン(SMT)を 組み

合わせます。

 また、音声認識エンジンや、音声合成エンジン、

文字認識エンジン等 と組み合わせ可能なみ らい翻

訳プラットフォームを提供 します。

 今 回 の 展 示 で は 、Microsoft Word⑪ 、 Microsoft

Powerpoint⑩ ア ドイ ン を使 っ た 英 一日、 日一英 の デ モ ン

ス ト レー シ ョ ン を 行 い ま し た 。

 特に当社の目指すエンジンの組み合わせにご興

味を持っていただいた方が多く、更なる精度向上を

目指さなければな らないと思いを新たにしました。

 ま た 、エ ンジ ンの 精 度 向 上 だ けで な く、優 良 コー

パ ス ・用語 集 の収 集 の 効 率 化 や 、チ ュ ー ニ ン グ 手法

の 確 立 、Post Editの 標 準 化 な どま だ ま だ取 り組 む べ

き課題 が た く さん あ る こ と も再 認 識 しま した 。

お 問 い 合 わ せ 先

株 式 会 社 み らい 翻 訳

セ ー ル ス&マ ー ケ テ ィ ン グ部

TEL:03-5797-7042

み らい翻訳プラットフォーム

ブラウザ」 馳
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一
            「25周 年 記 念JTF翻 訳 祭 」 の お知 らせ

  一般社団法人 日本翻訳連盟

副会長 ・翻訳祭実行委員長 丸山 均

〈25周 年 記 念JTF翻 訳 祭 」 開催 の ご案 内 〉

★ ☆ ★ 25周 年 記 念JTF翻 訳 祭 ★☆ ★

【日時 】

2015年11月26日(木)9:30～21:00(開 場9:00)

日本 翻 訳 連 盟 で は 、 来 る11月26日(木)、 東 京 の ア

ル カデ ィア 市 ヶ谷(私 学 会館)を 会 場 と して 、 恒 例 の

「JTF翻 訳 祭 」を開 催 い た します 。 AAMT様 は じめ 各

関連 団 体 よ り後 援 をい た だ い て お りま す。

今 年 掲 げ るテ ー マ は 、「四半 世 紀 の時 を超 えて 、そ して

次 な る未 来 へ ～終 わ りな き革 新 で 、拡 大 す るマ ー ケ ッ

トに挑 む翻 訳 産 業 ～ 」で す。分科 会形 式 に よ る 「講 演 ・

パ ネル デ ィス カ ッシ ョン」 及 び 「プ レゼ ン ・製 品 説 明

コー ナ ー」、「翻 訳 プ ラザ(展 示 会)」、「交 流 パ ー テ ィー 」

な どの催 し物 を用 意 して お ります 。 交 流 パ ー テ ィー は

参加 者 同 士 の交 流 促 進 や 情 報 交 換 の 場 と して ご活 用 い

た だ けれ ば 幸 い です 。

翻 訳祭 は翻 訳者 、翻 訳 会 社 、 ク ライ ア ン ト、翻 訳 支 援

ツ ール メ ー カー 、翻 訳 ス クー ル 等 の 業 界 関 係 者 が 一 堂

に 会 す るイベ ン トです 。 翻 訳 祭 を通 して 、参 加 者 の 皆

様 に新 た な 人脈 形 成 や ビジネ スの 機 会 が 生 まれ る こ と

を願 っ て お ります 。

翻 訳 祭 にぜ ひ と もご来 場 くだ さ い ます よ う、 よ ろ しく

お願 い 申 し上 げ ます 。

【場所】

「アルカディア市ヶ谷(私 学会館)」 東京

※JR・ 地下鉄 「市ケ谷駅」より徒歩2分

【主催 ・運営】

一般社団法人 日本翻訳連盟

25周 年記念JTF翻 訳祭企画実行委員会

【後援 ・特別協力】

日本翻訳者協会(JAT)

【後援】

経済産業省、アジア太平洋機械翻訳協会(AAMT)他

【概要】

 25周 年を迎える今年のJTF翻 訳祭では、 AAMTの

長尾真理事を登壇者の一人としてお迎えします。JTF

前会長で(株)十 印代表取締役会長の勝田美保子氏も

お招きします。日本の機械翻訳の権威である長尾氏と、

日本の翻訳業界を第一線で築き上げてきた勝田氏、お

二人の対談が実現 します。機械翻訳と翻訳業界におけ

るこれまでの歩み と今後の展望を語っていただく貴重

な機会です。

 そ して、ぜひご注 目いただきたいのが、「THE評 価

(課題)」です。これは複数の機械翻訳エンジン提供会

社に会場で課題文をお渡 しし、その場で出力 して、各

分野の専門翻訳者の方々に講評 していただくという、

臨場感あふれる企画です。

 また、AAMT会 員である、情報通信研究機構や、(株)

み らい翻訳の方々も参加されるセ ッションもございま

す。

 その他にも、業界にとらわれず、さまざまな分野で

国際的に活躍 されている著名人や外国籍の方々に積極

的にご協力を要請いた しました。もちろん今まで同様、

現在翻訳業界で活躍されている業界の達人や優れた見

識をお持ちでユニークな活動をされている業界関係者

のお話も満載です。
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昨年の 「聞きたかったのに満席で会場に入れなかっ

た」とい うご来場者の不満に少 しでも対処できるよう

部屋のサイズ、座席数も拡充 しました。交流パーティ

ー(定 員400名)は 、時間を延長 し、プロのエンター

テイナーによる余興を楽しんでいただきたいと思って

お ります。

 今まで同様、6つのプレゼンコーナーや40近 い会社

が出展する翻訳プラザ(展 示会)も 用意いた します。

 翻訳祭25周 年 とい う祭典の場で、楽 しく交流を深

めなが ら、日本の翻訳業界の今を肌で感 じることがで

きるはずです。そして同時に世界の翻訳関連業界の動

向やさまざまな トレン ドの一端 も垣間見ていただくこ

とができると信 じております。

 質 ・量ともにより充実 した今年のJTF翻 訳祭にふる

ってご参加いただけますようお願い申し上げます。

【総 来 場 者 数(見 込 み)】

1,000名(前 年 度 実 績882名)

【プ ロ グ ラ ム】

・開 場/受 付 開 始 9:00～

・ トラ ッ ク1～6 [6会 場】9:30～18:00

全24セ ッシ ョ ン

・プ レゼ ン ・製 品 説 明 コー ナ ー

9:30～17:00 全6セ ッシ ョ ン

・翻 訳 プ ラザ(展 示 会)

900^-1730

・交 流 パ ー テ ィー

18:30～21:00(150分)

【お 申 し込 み 】

下 記 サ イ トか ら お 申 し込 み く だ さ い 。

http://www.it.f.iU/

す。来場者 と出展企業が交流 し、情報交換する場で

す。AAMT様 も出展されます。どうぞ3階 の展示会会

場にお立ち寄 りください。

〈展示内容〉

・翻訳支援ツールメーカーの製品デモ

・翻訳会社との翻訳相談(翻 訳発注 ・翻訳者登録等)

・翻訳学校の翻訳講座紹介

・出版社の翻訳書籍販売

● プ レゼ ン ・製 品説 明 コー ナ ー

今 年 も展 示 会 に 隣接 して 「プ レゼ ン ・製 品 説 明 コー ナ

ー」 を併 設 します
。 プ ロジ ェ ク ター ・ス ク リー ン を備

え た特 設 会 場 とな っ て い ま す。

・1セ ッシ ョン60分/6セ ッシ ョン

・プ レゼ ン コー ナ ー を増 設 し、85名 収 容 可 能!

※翻 訳 プ ラザ 、プ レゼ ン ・製 品説 明 コー ナー へ の 参 加

は無 料 で す(事 前 登 録 不 要)。

●交流パーティー

情報交換を行い、これか らの業界の展望などを語 り合

う機会とな ります。昨年に続いて 「ほんやく検定1級

合格者の表彰式」を行います。お仕事のための人脈作

りや最新の業界の動向をっかむためにぜひご参加くだ

さい。

〈ボ ラ ンテ ィア ス タ ッ フ募 集 中!〉

募 集 内 容 は 、 「受 付 」 「会 場 司会 」 「会 場 ア シス タン ト」

「書 記 」「写 真 」です 。 ボ ラ ンテ ィ ア ス タ ッフ に ご協 力

いた だ く方 の 「講 演 ・パ ネ ル デ ィ ス カ ッシ ョン」 参 加

料 は 無 料 で す(パ ー テ ィー は有 料)。

【お 問 い 合 わ せ 】

～ 般 社 団 法 人 日本 翻 訳 連 盟 事 務 局

http:〃www.jtf.jP E・mail:illfb@jt£jp

●翻訳プラザ(展 示会)

 出展38社(2015年8月 現在)

 翻訳プラザは、翻訳業界の企業が参加する展示会で
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これ ま で のAAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ンVol.6

機械翻訳課題調査委員会WG1、 WG2

は じめに

 AAMT Forumを 通 じて配信 したメール

マガジンのバ ックナンバーをお届 します。

今回は第47号 か ら第55号 です。

 今回は、音声翻訳 を始めとす る新 しいア

プ リケーションの紹介などに加えて、機械翻

訳の問題 を提起する記事 もありま した。機械

翻訳 とい う名称が示す通 り、「機械」ですの

で、人が上手に機械翻訳と付き合い、こうし

た問題が解決 されることを期待 します。今後

もメールマガジンを通 じて様 々な情報を皆

様に配信 させていただきます。

 尚、メールマガジンとして配信すべき情

報が ございま した ら、是非お知 らせ くだ さ

い。 ま た、その他 、お気 付 きの点 な ども

AAMT事 務局までお寄せ ください。 よろし

くお願いいた します。

 では、メールマガジン第47号 か ら第55

号を再びお届 けします。

■Microsoft、 「Skype Translator」 の プ レ ビ

ュ ー 提 供 を 拡 大

米Microsoft傘 下のSkypeは 現 地時 間2015

年5月12日 、リアル タイ ム翻訳機 能 「Skype

Translator」 の プ レビュー 提供 の拡 大 を発表

しま した。 対応 言語 も強 化 し、音 声 翻 訳 は

英語 とスペ イ ン語 に加 え 、イ タ リア語 、 中

国語(北 京語)の 会 話が 可能 とな りま した。

http:〃itpro.nikkeibp.cojp!atcレnews115105

1301574/

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2015106105配 信vol.048

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2015!05128配 信vol.047

こん にちは。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当 で

す 。 いつ の ま にか 日中 は汗 ば む よ うな初 夏

の この頃 、い かが お過 ご しで し ょ うか。 台

風 に続 いて 先 日は関東 地 方 で強 い地震 が あ

り、 自然 災害 が続 い てお ります 。 い ざ とい

う時 に慌 て な い よ うに 、備 え は しっか り と

して お き ま しょ う。 で は、 メ ール マ ガ ジ ン

第47号 をお 届 け します 。

こん にちは。AAMT Forumメ ル マガ 担 当で

す。 衣 替 えの季 節 にな り、道 行 く人 も薄着

の 方 が増 えて き ま した ね。 この 時期 は雨 の

季節 で もあ ります の で 、そ の 日そ の 日に適

した服 装 を選 んで 、体 調 を崩 さな い よ うに

しま しょ う。で は、メール マ ガ ジ ン第48号

をお届 け します。

■機械翻訳サー ビスに機密情報漏洩の危険性

Zscalerは5月26日 、機 械翻 訳 の ソフ トウ

ェア に よ って機 密 情報 が漏 洩 す る危 険性 を

伝 えま した。 機 械 翻訳 の ソフ トウェ アに よ
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っ て は、 簡 単 にテ キス トデ ー タが傍 受 で き

て しま うそ うです。

http:〃news.mynavijp!news12015!05!291126!

■ 日光 市 、訪 日外 国人 へ 多言語 で情 報発 信 、

沿道 にBeacon配 備 へ

アプ リックスIPホ ールデ ィングス株式会社

は1日 、「お もてな しBeacon」 が 日光市の

実施す る訪 日外国人向け多言語対応店舗情

報配信 サー ビスの トライアル に採用 され た

と発表 しました。コンテンツの40力 国語へ

の 自 動 翻 訳 に 対 応 し た 「お も て な し

Beacon」 を用いることで、スマホに設定 し

た 自国語で情報 を表示できるよ うに し、旅

行者の利便性向上につなげます。

http:〃cloud.watch.impress.co.jp!docs!new

x/20150602704958.html

定 評 あ る英 日 ・日英 翻 訳 に加 え 、 ヨー ロ ッ

パ 主要5言 語(フ ラ ンス語 、 ドイ ツ語 、イ

タ リア語 、ポル トガル語 、 スペイ ン語)、 お

よび 中国語(簡 体 字 、繁体 字)、 韓 国語 、 ロ

シア語 の10言 語 の翻訳 に対応 した 多言語 翻

訳 ソフ トです。

http:〃www.logovista.co.jp/LVERP!informa

tion/news/2015-0608-kry2016win_m.html

■忍者 ツール ズの新 サー ビス 「忍者翻訳」

を早速使 ってみた

5月27日 か ら忍者 ツール ズが公 開 した無料

のWEBサ イ ト翻訳 ツール 「忍者 翻訳 」の レ

ビュー です。

http:〃computerlife.hateblo.jp!entrylninja・

translator-revieW

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2015106119配 信vol.049

こん に ちは。AAMT Forumメ ル マガ担 当で

す 。 梅 雨 に うん ざ りす る この 頃 、 いか が お

過 ご しで しょ うか。 じめ じめ と した 日が続

く と気 分 も塞 ぎが ちに な りま す の で、 ス ポ

ー ツな どで定 期 的 な リフ レッシ ュ を しま し

ょ う。で は 、メー ル マガ ジ ン第49号 をお 届

け します。

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2015107103配 信vol.050

こんに ちは。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当で

す。 日に 日に 日差 しを強 く感 じる この 頃 、

い かがお 過 ご しで しょ うか。気 温 も上が り、

熱 中症 に注意 が必 要 にな っ て きま した。 こ

ま め な水 分補 給 だ け で な く、適 切 な衣 類 の

選択 も重 要 です 。 で は、 メー ル マ ガ ジ ン第

50号 をお届 け します。

■ 「コ リャ英 和!一 発 翻 訳2016for Winマ

ル チ リンガル 」(DVD-ROM版)を 新 発 売

■訪 日旅行客に 自動翻訳=パ ナ ソニ ックと

JTB
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パナ ソニ ックとJTBが 、 自動翻訳機による

日本語 と外 国語の翻訳で、訪 日外国人旅行

者 に観光情報 を提供す るサー ビスの実証試

験 を7月 に始めます。

http:〃jp.wsj.comlarticles1JJ113202614297

90683773118125156612224725215

■Mac用 翻訳 ソフ ト2タ イ トル を新発 売!

Microsoft Office文 書 の翻 訳機 能 を搭載

株 式 会 社 ク ロ ス ラ ンゲ ー ジは 、Microsoft

Officeの フ ァ イ ル フ ォ ー マ ッ ト

DOC)ω(LSX!PPTXフ ァイル の翻 訳機 能 を

新 搭 載 した、 ビジネ ス/科 学 技術 分 野 向 け

英 日 ・日英 翻訳 ソフ ト 「MAC・Transer V11」

と、 医 学 分 野 向 け英 日 ・日英 翻 訳 ソフ ト

「MED-Transer Vll for Mac」 を、2015年

7月31日(金)よ り販 売 を開始 します 。

http:〃prtimes.jp/main/htmUrd/p/0000000

74.000002804.htm1

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2015107115配 信vol.051

こん にち は。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当で

す。 小暑 の候 、 いか がお過 ご しで しょ うか。

先 日は各 地 で 猛 暑 とな り、続 いて 台風 と夏

の厳 しさを感 じます 。 厳 しさの次 は海 や 山

な どで夏 の楽 しさを感 じた いです ね。 では 、

メール マ ガ ジン第51号 をお 届 け します。

■最先端 よりもアナ ログ型TV電 話 外 国

人観光客増加で求め られる通訳端末

同時通訳端末開発 における企業や研究機構

な どの現状についてや、機械翻訳ではな く、

テ レビ電話で通訳オペ レー ター と現場をつ

な ぐアナ ログ方式の翻訳システムについて

の レポー トです。

http:〃wedge.ismediajplarticles1-15069

■iPhoneか らBluetoothで 直接 印刷 で き る

『テ プ ラPRO』 が17言 語翻 訳 に対応

■伸 和工 一 ジ ェンシー 、QRコ ー ドを使 った

多言 語翻 訳 ツール 「QR Translator」 を販

売 開始

大 和 ハ ウス グル ー プ の株 式 会社 伸 和 工 一 ジ

ェン シー は、株 式会社PIJINと 業務提 携 し、

PIJIN社 が開発 したQRコ ー ドを使 った多言

語webソ リュー シ ョン「QR Translator(キ

ュー アール ・トラ ンス レー ター)」 の販 売 を

2015年7月1日 よ り開始 しま した。

http:〃release。nikkei.cojp!detail.cfm?relID

=390018&lindlD=1

キ ング ジムは7月31日 、Bluetooth接 続 に

対 応 し た ラ ベ ル ラ イ タ ー 『テ プ ラ

PROSR5500P』 を発売 します。『テプ ラ』シ

リー ズ 共 有 の ラベ ル 印 刷 ア プ リのPC版

『sPclo』 とios版 『TEPRA LINK』 に は

17言 語 に対応 す る翻 訳機 能 を追加 して7月

7日 よ り公 開 して います 。

http:〃weekly.ascii.jp/elem/000!0001354135

4032/

32



AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2015!07!31配 信vol.052

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2015108107配 信vol.053

こんにちは。AAMT Forumメ ルマガ担 当で

す。 大暑 の候、連 日続 く猛暑に体調 を崩 さ

れてはいないで しょうか。 部屋 で何 もして

いな くて も汗 をか くこの頃、必要な らば冷

房器 具の使用はため らわない ように しま し

ょ う。では、メールマガジン第52号 をお届

けします。

こんにちは。AAMT Forumメ ルマガ担当で

す。立秋の候、いかがお過 ごしで しょうか。

東京の猛暑 日連続記録や1週 間の熱 中症患

者 の救急搬送者数 の更新 な ど、今年 も大変

暑いです。熱 中症 には これ まで以上の万全

な対策で過 ごしま しょう。 では、メールマ

ガジン第53号 をお届 けします。

■2019年 にはTOEIC 800点 相当の機械翻訳ヘ

ー 「みらい翻訳」が見据える可能性と未来

■ 「Google翻 訳 」のイ ンス タン ト翻 訳が27

言 語 に対応 一カ メ ラをか ざ して翻訳

NTTド コモ らの合弁 に よって設 立 された

「み らい翻訳」 が手掛けている機械翻訳 シ

ステムの仕組み と、機械翻訳 の今後 につい

て、同社の代表取締役社長兼CEOで ある栄

藤稔氏へのイ ンタ ビューにな ります。

これ まで は、英 語 、 フラ ンス語 、 ドイ ツ語 、

イ タ リア語 、ポ ル トガル 語 、 ロシ ア語 、 ス

ペ イ ン語 のみ の対応 で したが 、新 た に20言

語 が対応 言 語 と して追加 され ます。 ただ し、

日本語 は ここに含 まれ て いませ ん。

http:〃japan.cnet.comlsp!target2020135067

316/

http:〃news.mynavijplnews!2015107130!31

3/

■福島県HP、 翻訳 ソフ ト誤訳連発

福 島県の公式 ウェブサイ トの外国人向けペ

ージで、自動翻訳 ソフ トを用 いて 日本語か

ら外 国語に変換 してい るため、誤訳や意味

が通 じないケースが多数 ある ことが判 明 し

ま した。

■文章 を 自動翻 訳、「ひつだん翻訳アプ リ」

登場

2020年 の東 京 オ リン ピッ ク ・パ ラ リン ピ ッ

クに向 け、NTTド コモ は タブ レッ トや ス マ

ホ上 で 文 字 を書 くだ けで 自動 的 に翻 訳 で き

るア プ リを開 発 した と発表 しま した。

http:〃jp.reuters.comlarticle!20151071251id

JP2015072501001419

http:〃toyokeizai.netlarticles1・177499
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AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2015108!21配 信vol.054

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2015!09104配 信vol.055

こんにちは。AAMT Forumメ ルマガ担当で

す。暦 の上ではす でに秋ですが、残暑が厳

しい今 日この頃です。 先 日八年ぶ りのダブ

ル台風が発生 してお り、今後 は雨で涼 しく

な りそ うですが、暑 さ以外に注意が必要そ

うです。では、メールマガ ジン第54号 をお

届 け します。

こんにちは。AAMT Forumメ ルマガ担当で

す。野分の候、いかがお過 ごしで しょうか。

近頃は雨が続いて暑 さも和 らぎ、幾分過 ご

しやす くあ りますね。 天気 の移 り変わ りの

激 しい時期で もあるので、急 な変化 に体調

を崩 さない ように気をつけましょう。では、

メールマガ ジン第55号 をお届 け します。

■ マ イ ク ロ ソ フ ト、 音 声 対 応 の 翻 訳 ア プ リ

「Microsoft Translator」 を リ リ ー ス

Microsoftは 米 国 時 間8月6日 、翻 訳 ア プ リ

「MicrosofしTranslator」 を 「iOS」 と

「Android」 向 け に リ リー ス し ま し た 。英 語 、

中 国 語 、 フ ラ ン ス 語 、 ヘ ブ ラ イ 語 、 イ タ リ

ア 語 、 日本 語 、 ス ペ イ ン 語 、 ロ シ ア 語 な ど 、

50の 異 な る 言 語 に 対 応 し て い ま す 。

■成 田国際空港 と関西国際空港で、アナ ウ

ンスを翻訳 ・文字情報化する 実証実験…

ヤマハ

ヤマハは、成 田国際空港 と新 関西国際空港

と協働 で、ヤマハが開発 した 「お もてな し

ガイ ド」を活用 した 「音のユニバーサルデ

ザイ ン化」 に関す る実証実験 を実施す る と

発表 しま した。

http:〃japan.zdnet。com!article1350686161 http:〃1闘x)nse jp/article12015/08/25/258GO3.htm1

■エキサイ ト翻訳 33言 語の多言語化に対応

「エ キサ イ ト翻 訳 」 は、 これ ま で提 供 して

い た10言 語 のテ キス ト翻 訳 に新 たにベ トナ

ム 語や イ ン ドネ シア語 、ヘ ブ ライ 語 、 ウル

ドゥー語 な どの23言 語 を追加 しま した。

http:〃prtimes.jp!mairi/htmUrd/p/0000004

61.000001346.html

■特許 明細 書用 翻訳 ソフ ト 「PAT・Transer」

と 英 文 契 約 書 用 翻 訳 ソ フ ト  「Legal

Transer」 の新 バー ジ ョンを発 売

株 式会 社 ク ロス ランゲー ジは、2015年9月

18日(金)よ り特許 明細 書 に特 化

し た 翻 訳 ソ フ ト 「PAT-Transer V12 for

Windows」 と、英文 契約 書 に特化 し

た 翻 訳 ソ フ ト 「Legal Transer V3 fbr

Windows」 の2タ イ トル を販 売 します。

http:/1www.sankei.comleconomy!news1150

821/pr11508210193-nl.html
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鱒 ・盤圏
ISO/TC37松 江 国 際会 議 報 告

機械翻訳課題調査委員会 ワーキンググループ3(UTXチ ーム)

           秋桜舎 ・山本ゆうじ

.
- は じめに

 本 稿 で は 、 特 にISOITC37松 江 国 際 会 議 にAAMT

WG3(通 称UTXチ ー ム)グ ル ー プ リー ダー 山本 ゆ

う じ(筆 者)が 参 加 した結 果 を報 告 す る。 筆 者 は 、

AAMTか らISOITC37国 内 委 員 会 に 参 加 して い る。

な お 松 江 国際 会 議 の 参 加 に つ い て は 、無 料 で ダ ウン

ロー ドで き る 『JAPIO Year Book 2015』1に も後 日、掲

載 され る予 定 な の で そ ち ら も適 宜 参 照 され た い。

 2015年6月20日 か ら26日 に か け て 、ISOITC37松

江 国 際 会 議 が 、 島 根 県 松 江 市 の くに び き メ ッセ で 開

催 され た(写 真1)2。 筆者 は 、24日 か ら26日 にか

け て本 会議 に 参加 した。TC37(technical committee 37)

は 、ISOの 中 で 「ター ミノ ロジ ー 、 そ の 他 の 言 語 お

よ び コ ンテ ン ツ 資源 」を扱 う技 術 委 員会 で あ る。TC37

の 下 に は5つ のSC(sub committee、 分科 委 員 会)が

あ り、筆 者 は 、 そ のSCの うち 、 SC3「 タ ー ミ ノ ロ

ジ ー 、 知 識 、 お よ び コ ンテ ン ツ 管理 の シ ステ ム 」 に

   写 真i会 場 ・くにび きメッセ

属 して い る。TC37で は 、 SC5「 翻 訳 、 通 訳 お よび 関

連 技 術 」 の メ ン バ ー が 最 も 多 い が 、 翻 訳 ・通 訳 そ の

もの は そ の 一 部 で しか な い。 とは い え、 翻 訳 ・通 訳

は 、SC3を 含 め、TC37の 他 のSCに も関係 して い る。

 今 回 、AAMTと して筆 者 が[SO国 際 会議 に 参加 し

た 目的 は 、ISOITC37の 国 内 委 員 と して の 責任 と義 務

に加 え て 、以 下 の とお りで あ る。

 ● TBX(後 述)関 連 の 会 合 に重 点 的 に参加 して、

UTXとTBXの 互 換 性 向 上 につ いてTBXグ ル ー プ

のメンバ ー と協議 す る

 ● 海 外 の組 織 にUTXの 利 点 を紹 介 してア ピー

ル す る。パ ンフレットとUTX要 約仕 様 を配 布 し、ミニ

プ レゼンテ ー ションを行 う

 1JAPIO Year Book

〈httu:〃wWw'・iapio.or.ip/OOvearbook/〉

 21SO/TC37Annual Working Meeting and P且enary
〈httP:111ang .cs,hrt.ac.ip/isotc37/〉
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図1UTX用 詔集の図解

データとしての形式を整え、さまざまな環境で共有 ・再利用できるようにする

用 語 鱗 念 体{,.つ い ぐの,麟 侵(侑 」覧E]、 使 用 許 諾 な と)

tfUTX 1.11;en-US/ja-1P;2014-04-01719:00:00+09:00;copyright:AAMT(2014);license:CC-BY 3.0
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品詞 用語スT一 タス

   (省略可)

安心して使える用語か、禁止用語か区別できる

      声資源サイトで無償公開された4。このような用語デ

 本 稿 の各 節 で は 、ISO!TC37松 江 国 際 会議 で 筆 者 が

参加 したTBXグ ル ー プ で の 会議 、そ こで 行 ったUTX

の プ レゼ ン テー シ ョン、UTXとTBXの 関係 、 会議

参加 者 に つ いて の情 報 と考 察 、 会 議 総 会 とそ こで行

わ れ た 決議 にっ い て述 べ る。

 な おUTXは 、AAMT機 械 翻 訳 課 題 調 査 委 員 会 ワー

キ ング グル ー プ3が 策 定 した 、 用 語 形 式 の 標 準 規 格

で あ る。 図1に 示 す よ うに 、 シ ンプ ル な 表 形 式 で 表

せ るが 、 各 要 素 を標 準化 す る こ と で 、用 語 デ ー タ を

再 利 用 ・共 有 しや す くな る。 詳 細 は公 式 サ イ トを 参

照 され た い3。

 日本 の 各 業 界 で は 、 専 門 用 語 そ の も のや 用語 デ ー

タ形 式 の 標 準化 、用 語 管 理 、 用 語 デ ー タ の 蓄積 と再

利 用 、 体 系 的 翻 訳 とい っ た領 域 で は 、翻 訳 先 進 国 の

後 塵 を 拝 して い る状 況 で あ る。 だ が2015年 に は 、特

許 庁 に よ り約220万 語 の 中 日対 訳 辞 書 デ ー タがUTX

形 式 で 作 成 され 、研 究 向 け にALAGIN言 語 資 源 ・音

 3UTX公 式 サ イ ト

〈http:〃www・.aamt.info/iapanese/utx,〆 〉

一タが、今後 さらに各分野 ・各言語で、UTXの よう

な共有 ・再利用が しやすい標準形式で作 られ、一般

に広く公開されれば、特許はもちろん、あらゆる分

野での文書や翻訳の品質と効率を大きく向上できる。

2.  TBXグ ルー プ(分 科委員会3ワ
ーキ ンググルー プ3)会 議への参加

 以 下 で は 、松 江 国 際 会 議 で の 、特 にTBXグ ル ー プ

の 会議 に 参加 した詳 細 に つ い て説 明 す る。

 UTXは(少 な く と も現 時 点 で は)ISO標 準 規 格 で

は な い が 、[SO参 加 組 織 と の情 報 交換 は今 後 、 UTX

の 普 及 に 重 要 な意 味 を持 っ。特 に 、筆 者 は 、ISOITC37

の 国 内 委 員 で は あ るが 、ISO国 際 会 議 へ の 参 加 は 初

め て で あ り、 多 くの 参加 者 と直 接 会 っ て 話 し、 信 頼

関係 を構 築 す る こ とが 重 要 で あ っ た。

 今 回 、 筆 者 は 、SC3の 中で も、 TBX5を 扱 う、WG

 4UTX・ 業 績

<htt:/rwww.aamt.infb1'a anese/utxlachievements.hhn>。

 5TBX(TermBase eXchange)は 、用 語 デ ー タ のISO

規 格(ISO 30042)で あ る。詳 細 は
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(working group)3の 会 議 に 主 に 参 加 した 。 SC3ワ ー

キ ン グ グル ー プ3の 役 割 は厳 密 に はTBXの み で は

な いが 、 本 稿 で は 、便 宜 上 「TBXグ ル ー プ」 と呼ぶ

こ と にす る。TBXグ ル ー プ は 、 技 術 的 な議 論 は活 発

に され た が 、 終 始 極 め て友 好 的 な 雰 囲 気 で 会 議 が 行

わ れ た。 今 回 は 、 翻 訳 ・用 語 を 学 問 的 に長 年 研 究 し

て きた 海 外 研 究 者 の 方 々 と親 し く話 させ て い て い た

だ き、 非 常 に 勉 強 に な った 。

 2011年 、 筆 者 は ボ ス トン で のL【SA(Localization

Industry Standards Association)会 議 にAAMTか ら参

加 した。 この ころ か ら、TBXの 策 定 に 当初 か ら深 く

関 わ っ て きた ブ リガ ム ヤ ン グ 大学Alan Melby教 授

の 多 大 な 協 力 を 得 て 、TBXとUTXと い う用 語 集 形

式 の相 互 変換 の 環 境 整備 が 進 め られ た。 筆 者 とTBX

グル ー プ とは 、 メ ール や ウ ェ ブ 会議 で継 続 的 に意 見

交換 を行 っ て い た。

 TBXに は 、 TBX-Default、 TBX-Basic、 TBX-Minの

3つ の 公 式 な 「方 言(dialects)」 が あ る6。 TBX-Default

が本 来 のTBXで あ り、TBX-BasicはTBX-Defaultを

簡 略 に した形 式 、TBX-Minは そ れ を さ らに簡 略 化 し

た も の で あ る。

3.  UTXの プ レゼ ンテ ー シ ョン、UTX

とTBX(ISO規 格)の 関 係

 6月25日 のTBXグ ル ー プ の 会 議 で 、 筆 者 はUTX

を紹 介 す るプ レゼ ンテ ー シ ョ ン を行 っ た 。 この プ レ

ゼ ンテ ー シ ョン は 、本 来 の議 題 に は な か っ た もの の 、

筆 者 が 依 頼 して、TBXメ ンバ ー に 特 別 に時 間 を作 っ

て い た だ い て 実 現 した。 この プ レゼ ン テ ー シ ョン で

は、 主 に以 下 の点 を説 明 した。

● 用語集形式UTX仕 様の概略

● UTX策 定の背景・意図

● TBXと の棲み分け

● 日本での翻訳ソフトの状況

<http:ihvvvw.tbsinfo.ned>を 参 照 。

6"lntrod
uction to TermBase eXchange(TBX):TBX

Dialects"〈http:〃wwwtbxinR).net/tbx-dialects;〉
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● UTXがMTと 関連が深いこと

● UTX変 換ツールによる形式変換

 ス ラ イ ドは ネ ッ ト上 で 公 開 して い る7。 こ の プ レゼ

ン テー シ ョン に よ り、UTXの 意 義 を しっ か りア ピー

ル で き た もの と考 え る。

 日本 のMTの 状 況 につ い て は海 外 に知 られ て い な

い た め 、説 明 が 必 要 とな っ た 。 た とえ ば 、 日本 で は

ル ー ル ベ ー ス機 械 翻 訳 ソフ トの パ ッケー ジ が 現 在 で

も販 売 され て お り、ル ール ベ ー スが す っ か り下火 に

な っ た欧 米 とは 異 な る事 情 で あ る こ とな どを説 明 し

た 。

 な お 、UTXは 、 TBX系 用 語 集 との 相 互 変 換 が 可 能

で あ る。

UTXお よびTBX系 用 語集の相互変 換

   (TBX・Minウェブサイト上で可能な相互変換)

 、 、                   仁 羅   
灘 塾  客     二 ;律N

 擁繍                                      醗   ・《 娩

 UTXに 関 す る 変 換 ツ ー ル は 、 公 式 変 換 ツ ー ル を 含

め 、 以 下 で 紹 介 し て い る(公 式 変 換 ツ ー ル は 、 ソ ー

ス コ ー ドを 含 め 無 料 で 公 開 され て い る)。

 <http://www.aamt.info/iapanese./utx/tools.htm>

 ISOで は 、 標 準 化 を 目指 す 観 点 か ら、 UTXで 使 用

され て い る属 性 名 を デ ー タ カ テ ゴ リー と して 記 載

して い る。 既 存 の仕 様 で 使 われ る デ ー タの性 質 を記

載 す る こ と で 、属 性 名 の 乱 立 を 防 ぎ、 互 換 性 を高 め

る意 味 が あ る。現 行 よ り古 い バ ー ジ ョン のUTXの 属

性 名 で あ る が 、<hUp:〃www.isocat.orL/rest/dcs/364>に

デ ー タ カ テ ゴ リー が 記 載 され て い る。つ ま り、UTX

の側 か ら もISOに 協 力 で き る こ とは あ る し、 また そ

うす べ き と改 め て考 え させ られ た。

 7

<httn://fi・.slideshare.net/vuiiva/utx-introduction-isotc37-m

atsue-20150709vamamoto-disu・ibutable>



写真2総 会会場

4 会議参加者

 会議参加者についても状況を報告する。海外から

の参加者については、女性のIT関 連専門家 ・研究者

の参加者が男性 と比べて極端に少ないことはないよ

うであった。日本でも女性のIT関 連専門家 ・研究者

は増えつつあるようだが、海外の現状との差が感 じ

られた。

 ISOITC37に は、日本からさらに参加者が増える必

要があると強 く感 じた。理想的には、メーカー企業

からの、英語が流暢で、技術知識の造詣が深く、な

おかつコミュニケーション ・交渉能力に優れた人材

である。

 Asoで は特定の国や特定企業 ・組織の利益のみに

偏 らず、フェアであろ うとする精神はあるが、良く

も悪くもお節介をす ることはない。利害関係者(ス

テークホルダー)と して組織が規格策定に関心があ

るならば、積極的に関わる必要がある。そうするこ

とで初めて意見が反映 される。ある組織が、ISO活

動その ものから距離 を置いたままでなにか発言 して

も、その声が届くことはないだろう。

 今回、日本が会議開催国であったことは大きな意

味を持っと感 じた。この会議では、(AAMT前 会長で

もある)井 佐原均先生のご尽力 と、松江市のご協力

により、隅々まで行き届いた歓迎、充実したおもて

なしが行われた。参加者からは、非常に満足 したと

の声が多く聞かれ、決議でも感謝の意が表明された。

ISOの 規格に関わる影響 としては、文化的な価値観

の違いも大きい。その違いをどの程度意識 し理解 し

ているかは、会議参加者で個人差がある。たとえば、

日本文化に理解があるかないか、好感があるかない

かで会議の行方が変わることはおおいにあ りうる。

海外の参加者に対して、日本の立場を説明 し、ふだ

んから理解を得る努力が必要であろう。

5 総会 と決議

 会 議 最 終 日に は 、 各 分 科 委員 会 総 会 と全 体 総 会 が

行 わ れ た(写 真2)。TBXグ ル ー プ で の 議論 は 非 常 に

内 容 が 濃 か った た め、TBXグ ル ー プ 以 外 の 会議 は 、

総 会 の時 に短 時 間 だ け 見学 で き た。 各 分 科 委 員 会 の

総 会 で は 、(TBXグ ル ー プ を 含 む)SC3全 体 で は 十 数

名 、 最 大 のSC5で30名 以 上 が 参 加 して いた 。 SC3

分 科 委 員 会 総 会 で は 、Melby教 授 が 、 XLIFF8な ど を

 sXLIFF(XML Localization Interchange File Format)

は 、翻 訳 ツ ー ル で 使 わ れ る 、XMLベ ー スの フ ァイル 形 式

で あ る。詳 細 は

くhttp:/hvvvvv .oasis-open.orJcommittees!cliff/documents/

xliff--specification.htm>。
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策 定 したOASISをISOの リエ ゾ ン組 織9と して招 待

す る こ と を提 案 した。XLIFFフ ァイ ル に は、 用 語 部

分 が 含 まれ る。 筆 者 は 、XLIFFに 加 えてDITAも 含

め る こ とを 提 案 した。 ま た 、Melby教 授 は 、 AAMT

も リエ ゾ ン組 織 と して招 待 す る こ と を提 案 し、 決 議

と して承 認 され た 。 筆 者 は 、UTXひ い て はAAMT

がISOと 今 後 、 ど う関 わ っ て い くか に つ い て 考 え て

い た の だ が 、ISOで の や り方 に 慣 れ て い な い の で 、

ど う した も のか 悩 ん で い た。 そ の と き 、Melby教 授

の この提 案 が 助 け船 とな った わ けで あ る。も ち ろ ん 、

この 決 議 は あ くま で 「リエ ゾ ン組 織 と して の 招 待 」

で あ る か ら、AAMTが リエ ゾン組 織 と して 参加 す る

か ど うか は 、AAMT自 体 の決 定 を待 つ こ と とな る。

な お 、 この 決議 で は 、AAMTが 日本 の利 益 を 代 表 す

る だ け の 団 体 で は な く、 南 北 ア メ リカ のAMTA、 ヨ

ー ロ ッパ のEMTAと 並 ん で
、 ア ジ ア太 平 洋地 域 を 代

表 す る 国 際 的 な側 面 を 持 つ 団 体 で あ る こ とが 評 価 さ

れ た。AAMTに は 、今 後 と も、 日本 以 外 の地 域 か ら

の メ ンバ ー の参 加 が期 待 され る。

6 新 しいUTX 1.20に 向 け て

 2015年10月 ごろ をめ どに 、 現 行 バ ー ジ ョンUTX

LIIに 代 わ る新 バ ー ジ ョン1.20の ベ ー タ版 仕 様 が公

開 され る予 定 で あ る。UTX I,20は 、 よ りシ ン プル に

な り、 よ り柔 軟 な 形 式 に な る 一方 で 、[SOを 始 め と

す る 国 際標 準 と の さ らな る 協 調 を計 る。 先行 す る形

式 で あ る こ とは も ち ろ ん 、 経 験 豊 か な 専 門 家 に よ っ

て 策 定 され た 既 存 の 国 際 標 準 か らは 学 ぶ 点 が 多 い 。

概 念 を参 考 に要 素 名 を共 通 化 し、互換 性 を 高 め れ ば 、

形 式 の 相 互 変 換 が容 易 に な る。

 参 考 まで に、 以 下 は 、UTXで 参 照 して い るISOそ

の 他 の 国 際 規 格 で あ る。

Languages

 Date/time format:ISO 8601:2004, Data elements and

interchange formats  ‐  Information  interchange  ‐

Represen'anon ofdates and ti〃昭5

 File encoding: ISO/IEC  10646:2014, Information

technology--Universal Coded Character Set(UCS)

Terminology format:ISO 30042:2008:Systems to

manage terminology, knowledge and content--TermBase

砒 加 η9θ σB刃

 Translation memory format:TMX 1.4b Specification

 国際標準から取 り入れるだけでなく、UTXの 側か

らも日本語などの言語の立場や市場か らの要求の違

いを説明 し、国際標準に反映されるよう働きかけて

いる。

7 まとめ

 松 江 国 際 会 議 は 、 全 体 と して 参加 者 の 満 足 度 が 高

い よ うに見 受 け られ 、 成 功 を お さめ た もの と思 われ

る。

 筆 者 と して は 、 今 回 の 松 江 国 際 会 議 で 、AAMTか

ら参 加 した 目的 で あ る、UTXの 利 点 の ア ピール を、

プ レゼ ンテ ー シ ョン な ど を通 して 行 うこ とが で き た。

ま た 、 専 門 家 との意 見 交 換 を積 極 的 に 行 い 、す べ て

の議 論 の根 底 とな る信 頼 関 係 を築 けた もの と思 う。

 来年 度 のISO国 際 会 議 は 、 コペ ンハ ー ゲ ン で 開催

され る(期 間:6/26～711)。 可 能 で あ れ ば 、 コペ ンハ

ー ゲ ン 会 議 の 参 加 を 目指 して 、UTXグ ル ー プ リー

ダ ー と して 、今 後 と もTBXグ ル ー プ との 協 議 を続 け、

UTXの 互 換 性 を 向 上 し、 さ らにUTXの 普 及 を推 進

して い き た い。

Language tags:IETF BCP 47, Tagsノ'or Identifying

 9国 内 委 員 会 とは 別 に 、複 数 の 国 の 利 益 に 関 わ る 、

独 立 した 組 織 としてISOに 参 加 す る組 織 。詳 細 は

くhttD:〃www,iso.or:Jiso/home/store/publication item .hhn

?aid=PUB1.00270>0
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卜AMT会 員のひろぱ

AAMT会 員 の 新 た な交 流 の 場 をAAMT Journal誌 面 上 で提 供 す るべ くス ター トい た しま した 「AAMT会 員 の

ひ ろ ば」、会 員 の皆 さまの ご助 力 を いた だ き ま して 、第 一 回 のNo.41の ス タ ー トか ら第十 七回 を迎 え る こ とが で き

ま した。 今 号 で は 、法 人 会 員 一 社 か らの ご寄 稿 をい た だ い て お ります 。

 独 自の お 取組 み の ご紹 介 、機 械 翻 訳 研 究 へ の提 言 、AAMTの 活 動 へ の ご要 望 な ど、今 回 も貴 重 な ご意 見 を お 寄

せ い た だ き ま した。

 AAMT Journalで は今 後 も引 き続 き、 会 員 の 皆 さま か らの ご寄 稿 を心 よ りお 待 ち して お りま す 。

 ご寄 稿 ・お 問 い 合 わせ はAAMT事 務 局(E・man:AAM'1`info@AAMT.info)ま で宜 しくお願 い い た します 。

法人会員(敬 称略 ・50音 順)

会員名

株 式会 社み らい翻 訳

https:〃miraitranslate.com

〒107・0052東 京都 港 区赤坂3・21-4新 日本 ビル デ ィン グ赤坂5階

自己紹介

2014年10月 に 「はな して翻訳⑪※」 のサー ビス提供 実績 を持 つ(株)NTTド コモ 、翻 訳 ソフ

トウェア業界最 大手 のSYSTRAN INTERNATIONAL、 音声 認識 ・翻訳 システ ムの開 発 に豊 富な

実績 を持 つ(株)フ ユー トレックの3社 に よって設 立 され た、機 械翻 訳 エ ンジ ンお よび プ ラ ッ ト

フォー ム開発 を専業 とす るジ ョイ ン トベ ンチ ャーです 。

音声認識 と機械翻訳をワンス トップで提供す るサー ビスやルールベース+統 計翻訳の組み合 わせ

での高品位 な訳出を目指すサー ビスを今後 リリース してまい ります。

試行錯誤の毎 日ですが、機械翻訳市場の一層の活性化 のためにも、少 しでもお役に立てれば と考

えてお ります。AAMT会 員の皆様にはいろいろと教えていただ くことも多いと思いますがよろ し

くおねがい します。

※ 「はな して翻訳」は株式会社NTTド コモの登録商標です。
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MT1翻 訳とのかかわり

MTお よび翻訳業界に期待すること

翻訳市場の全体規模に対 し、機械翻訳市場 はまだまだ大きくない とい うのが現状 と思います。

機械翻訳市場の拡大のためには、一 も二 もな く、一層の翻訳品質の向上が必要 と考えます。逆 に

言えば、品質に関 しある閾値を超えたとたんに市場 は一変 し、文化す ら変革 させて しま うカが機

械翻訳にはあると信 じます。

しか しなが らそれで もなお、人手翻訳市場がな くなるとは考えられ ませ ん。あ くまでも読み手が

人間である以上、高度な翻訳スキル をもつ翻訳者の存在意義はむ しろ高まるかも しれません し、

より高度 なエンジン開発 ・コーパスチ ューニングにおいても、そのよ うな 「プロの中のプロ」の

翻訳者 、「プロの中のプ ロ」の翻訳会社 との密接な連携が必要になると考えています。また、直近

の課題 としてはポス トエデ ィッ ト手法の標準化 も必要 と考えています。 この分野において も、機

械翻訳 に理解のある翻訳者 ・翻訳会社 との密接な連携が必要 と考 えます。

機械翻訳 システムの研究開発者同士の横のつなが りもとて も重要であると考えます しAAMTと い

う団体 はこのネ ッ トワーキングには欠かせない組織であると思います。

まだまだ大きくない機械翻訳市場において、共有できる情報は最大限共有 し、切磋琢磨 しなが ら、

機械翻訳市場規模の底上げが必要であると思います。

最近 「オープンデー タ」 とい う言葉 も定着 しつつあ りますが、それに もかかわらず、特に 日本 に

おいては、コーパ ス ・辞書の共有化はまだまだ これか らの課題 と考 えています。推進 できない要

因としては、所有権の問題 、コーパス 「資産」 として各企業が コーパス収集や取得にかけた コス

トの問題 な どがあると思います。

機械翻訳 システムを開発する企業に とって コーパ ス収集能力 も企業 ノウハ ウであ り尊重すべ きで

す。 しか しなが らほぼ同 じソースか らのコーパス収集 ・購入に各企業が別々にコス トを支払って

いる可能性 は否めず、機械翻訳産業全体か ら見れ ばそれは、コス トの重複投資になっているので

はないで しょうか。

コーパ スとい う素材(で きた ら最高級)は あらか じめ用意 されていて、その上で、いかに上手に

調理(チ ューニング)し て美味 しい料理(モ デル)に 仕上げるかに研究者が専念で きる日を夢見

ています。

株式会社みらい翻訳 平野幸治

AAMTへ の要望

AAMTは 、様 々な団体 ・企業 ・個人の間で、密接な情報共有ができる数少ない場だ と思います。

是非 これか らも、機械翻訳の最先端の技術情報共有はもちろんのこと、評価 システム、辞書を始

めとす るフォーマ ッ ト関連、翻訳 ワークフロー、 さらにはよ り進んだ情報 ・データ ・手法の共有

化 を推進 していただけれ ばと考えてお ります。
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第25回 通常総会および関連行事の報告

AAMT事 務局

 当協会の第25回 通常総会が2015年6月16日(火)13時 より ・ホテルアジュール竹芝にて

開催 され た。総会後、招待講演会、さらにモデ レーテ ッ ド セ ッシ ョンが行われた。そ して第

10回AAMT長 尾賞授与式 と第2回AAMT長 尾賞学生奨励賞授与式 と、引き続 いてのAAMT長 尾賞

受賞者 による記念講演会が盛況の うちに行われた。各参加者数は下記に示す通 りである。

総会の参加者:個 人会員:出 席16名 、委任状参加者23名 、

       法人会員:出 席18法 人(32名)、 委任状参加3法 人

報告会 ・展示会 ・講演会 ・AAMT長 尾賞関連の式及び講演会:

       個人会員: 22名

       法人会員: 64名

       会員外一般:35名

       合計:  121名

懇親会:

       個人会員: 21名

       法人会員: 32名

       会員外一般:10名

       合計:  63名

第25回 通 常 総 会

 1.開 会の辞

 2.会 長挨拶

 3.ご 来賓挨拶

 4.出 席会員の確認

 5.議 案

     第1号 議案 2014年 度事業報告(案) 第2号 議案

     第3号 議案 2015年 度事業計画(案) 第4号 議案

     その他 ・会員提案事項

 6.閉 会の辞

名古屋大学 ・中岩浩 巳

2014年 度決算報告(案)

2015年 度収支予算(案)

42



講演会

・「訪 日旅行客への対応 と自動翻訳技術への期待」

  小野沢 由宇

   (株式会社 ドン ・キホーテ 営業支援室 兼 インバ ウン ド強化委員会 ヘ ッ ドチーフ)

・「多言語対応 1:Nに 対す る有効対策」

  吉川 健一

   (株式会社ブ リックス 代表取締役社長)

委員会活動報告会

 (本年度の委員会活動報告は展示形式にて行われま した。)

  1.機 械翻訳課題調査委員会      委員長  長瀬 友樹  ((株)富士通研究所)

  2.AAMTIJapio特 許翻訳研究会    副委員長 横 山 晶一  (山形大学)

  3.イ ンターネ ッ トワーキンググループ リーダー 富士 秀  ((株)富士通研究所)

  4.編 集委員会            委員   小谷 克則  (関西外国語大学)

展示会

・みんなの自動翻訳@TexTraR

  国立研究開発法人情報通信研究機構

・自社製最新の翻訳エ ンジン

  株式会社 クロスランゲージ

・機械翻訳サー ビス 「Y-MTS」のご紹介

  YAMAGATA INTECH株 式会社

・多言語機械翻訳エ ンジンGlobalese

  株式会社川村インターナシ ョナル

・み らい翻訳のビジ ョンと今後の製品展開

  株式会社み らい翻訳

・未来を拓 く! 多彩な翻訳 ソリュー シ ョンのカ タチ

  株式会社高電社

・機械翻訳サー ビスの活用事例の紹介

  (株)富士通
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モデ レーテ ッ ド セ ッシ ョン

 機械翻訳はどこまでできるか ・どう使 うか?

  ・翻訳業界 ・産業界 ・機械翻訳業界による現状分析 と今後の期待 ・

モデ レーター:

 中岩浩巳(AAMT会 長 ・名古屋大学)

パネ リス ト:

 森 口功造((株)川 村インターナシ ョナル ・日本翻訳連盟ISO規 格検討会副議長)

 中村哲三((株)エ レク トロスイスジャパ ン ・テクニカルコ ミュニケーシ ョン協会理事)

 秋元 圭((合)こ とばや ・(株)みらい翻訳 ・AAMT機 械翻訳課題調査委員会委員)
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2015年 度総会後 の組織 ・人事 について

人事

会長

副会長

理事

監事

会 長 、副会 長 、委員 長 、 ワー キ ング グル ー プ リー ダー 、事 務局 長 は 下記 の通 りとす る。

(敬称 略:50音 順)

退任

機械翻訳課題調査委員長

AAMTIJapio特 許翻訳研究会委員長

編集委員長

イ ンターネ ッ トワーキンググルー プ リーダー

事務局長

中岩 浩巳 (名古屋大学)

飯 田 仁   (東京工科大学名誉教授)

小谷 泰造  (株式会社イ ンターグループ)

井佐原 均  (豊橋技術科学大学)

石崎 俊   (慶磨義塾大学名誉教授)

宇津 呂 武仁(筑 波大学)

熊野 明  (東芝 ソリューション株式会社)

坂本 義行

辻井 潤一  (産業技術総合研究所)

長尾 真   (京都大学名誉教授)

永 田 昌明 (日本電信電話株式会社)

星野 正広  (富士通株 式会社)

守屋 敏道  (一般財団法人 日本特許情報機構)

横 山 晶一  (山形大学客員教授)

Key-Sun Choi(韓 国KAIST)

Virach Sornlertlamvanich(タ イTPA)

長谷川 英一  (一般社 団法人)電 子情報技術産業協会

 (所属元を2015年5月 末 日にて退任のため

   同時期 を持 って、本協会理事を辞任 されま した)

種子田 暁夫(日 本電気株式会社)

川村 み どり(一 般社団法人日本翻訳連盟 ・株式会社川村インターナショナル)

             長瀬 友樹  (株式会社富士通研究所)

             辻井 潤一  (産業技術総合研 究所)

             宇津呂 武仁(筑 波大学)

             富士 秀   (情報通信研 究機構)

             神崎 享子  (豊橋技術科学大学)
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組織

 AAMT機 械翻訳課題調査委員会

退任:

新任:

編 集委員会:

   退任:

   新任:

秋葉 泰弘(日 本電信電話株式会社)

平林 剛 (株式会社インター グループ)

津山 淳二(株 式会社インター グループ)

島村 修司(株 式会社インター グループ)

武田 孝允(株 式会社インター グループ)

平田 周 (ユニバーサル コンテン ト)

森 岳至  (日本電信電話株式会社)

鈴木 博和(㈱ 東芝)

釜谷 聡史(㈱ 東芝)

その他委員会、ワーキンググルー プとも現状 どお りとす る。

以上
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第10回AAMT長 尾賞 ・第2回AAMT長 尾賞学生奨励賞授与式

   及び第10回AAMT長 尾賞記念講演会

第10回AAMT長 尾賞

第10回AAMT長 尾賞は以下の方が受賞 しま した。

受賞者:株 式会社ATR-Trek

    業務用途音声翻訳システム開発プ ロジェク ト

    パ ウル ・ミヒャエル 鈴木昌広 袋谷丈夫

受賞理由:

  世界に展開 しているグローバル企業において、複数言語の社内用語の扱いや機密保持の

 仕組みを解決 して、そこに音声翻訳技術 を活用 して、異言語間コ ミュニケー シ ョンを工

 場 内で実現す るとい う実績が高 く評価できるとい うことで、産業応用 に向けたB-to-B

 のための新たな音声翻訳モデル を具体化 した功績が顕著である。

選考委員長:飯 田 仁(東 京工科大学名誉教授)

選考委員  :Key-Sun Choi(韓 国KAIST)    宇津呂 武仁(筑 波大学)

      横 山 晶一(山 形大学)      隅田 英一郎(情 報通信研究機構)

推薦者  :安 達 久博(株 式会社サン ・フ レア)

同意人  :相 良 美織(株 式会社バオバブ)

                授賞式
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第2回AAMT長 尾賞学生奨励賞

第2回AAMT長 尾賞学生奨励賞を以下の方 が受賞 しま した。

受賞者:京 都大学大学院情報学研究科

    (現在NHK放 送技術研究所)

     後藤功雄

受賞 対象 論文:

   黒橋 禎夫 先 生の指 導 の ものに 、2014年 度京 都 大学大 学院 情報 学研 究科 博 士論 文

  として ま とめ られ た以 下の論 文 が受賞 対象 論文 で あ る。

      「Word Reordering for Statistical Machine Translation via

      Modeling Structural Differences between Languages

受賞理由:

   本論文では、 日本語 と英語の ように語順が大 きく異なる言語対にお ける統計的機械

  翻訳において、語順変換の精度 を向上す るための3つ の手法を提案 し、特許対訳デー

  タを対象 とす る 日本語 か ら英語および中国語か ら英語への大規模 な翻訳実験 によりそ

  の有効性を確認 している。

   第一の方法は、句に基づ く翻訳 において原言語の構文構造 を考慮 した識別的な並べ

  替えモデルを実現す る方法であ り、構文解析器 を使わずに翻訳精度 を改善できる点 が

  優れている。第二の方法は、主辞後置言語か ら他言語への事後並べ替え翻訳へITG構

  文解析 を応用す るとい う斬新な発想 が優れてい る。第三の手法は、 目的言語の構文解

  析器 を用いて 目的言語の構文構造を原言語へ射影す ることによ り原言語の構 文解析器

  を構成 し、高精度な事前並べ替 え翻訳 を実現す る方法であ り、英語の ような高精度 な

  構文解析器が利用可能な言語への翻訳 に関 して原言語 を問わず幅広 く適用可能 な点が

  優れている。

   この よ うに本論文は統計翻訳にお ける語順変換 に関 して実証的に深 く探求 した優れ

  た研究であり、AAMT長 尾学生奨励賞 にふ さわ しい と考 える。
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選考委員長:永 田昌明(日 本電信電話株式会社)

選考委員  木下 聡((株)東 芝)鄭 育昌(富 士通研究所)

推薦者    内山将夫(情 報通信研究機構)

授賞式
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                協会活動報告

              (2015年5月 ～2015年8月)

第25回 通 常 総 会

2015年6月16日

    第1号 議案 2014年 度事業報告(案)  第2号 議案 2014年 度決算報告(案)

    第3号 議案 2015年 度事業計画(案)  第4号 議案 2015年 度収支予算(案)

    その他 ・会員提案事項

報告会

2015年6月16日

    ①機械翻訳課題調査委員会    ②AAMTIJapio特 許翻訳研究会

    ③インターネ ッ トWG     ④編集委員会

講演会

○講演:

「訪 日旅行客への対応 と自動翻訳技術への期待」

  小野沢 由宇

   (株式会社 ドン ・キホーテ 営業支援室 兼 インバ ウン ド強化委員会 ヘ ッドチー フ)

・「多言語対応 1:Nに 対す る有効対策」

  吉川 健一

   (株式会社ブ リックス 代表取締役社長)

第10回AAMT長 尾賞授与式 ・記念講演会

受賞者:

    株式会社ATR-Trek

    業務用途音声翻訳システム開発 プロジェク ト

    パ ウル ・ミヒャエル  鈴木昌広  袋谷丈夫

受賞理由:

     世界に展開 しているグローバル企業において、複数言語の社内用語の扱いや機密保持

    の仕組みを解決 して、そこに音声翻訳技術を活用 して、異言語間 コミュニケー ションを

    工場内で実現す るとい う実績が高く評価できるとい うことで、産業応用に向けたB-to

    mの ための新たな音声翻訳モデル を具体化 した功績が顕著である。
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第2回AAMT長 尾賞学生奨励賞

第2回AAMT長 尾賞学生奨励賞を以下の方 が受賞 しま した。

受賞者:京 都大学大学院情報学研究科

    (現在NHK放 送技術研究所)

    後藤功雄

受賞対象論文:

    「Word Reordering for Statistical Machine Translation via

      Modeling Structural Differences between Languages

受賞理 由:

   本論文では、 日本語 と英語 のように語順 が大き く異なる言語対における統計的機械翻訳 に

  おいて、語順変換の精度 を向上するための3つ の手法を提案 し、特許対訳デー タを対象 とす

  る 日本語か ら英語お よび中国語か ら英語への大規模 な翻訳実験に よりその有効性 を確認 し

  ている。

   第一の方法は、句 に基づ く翻訳において原言語の構文構造を考慮 した識別的な並べ替えモ

  デルを実現する方法であ り、構文解析器 を使わずに翻訳精度 を改善で きる点が優れてい る。

  第二の方法は、主辞後置言語か ら他言語への事後並べ替え翻訳へITG構 文解析を応用すると

  い う斬新な発想が優れている。第三の手法は、 目的言語の構文解析器を用いて 目的言語の構

  文構造 を原言語へ射影することによ り原言語の構文解析器 を構成 し、高精度 な事前並べ替 え

  翻訳を実現す る方法であ り、英語のよ うな高精度な構文解析器が利用可能な言語への翻訳に

  関 して原言語を問わず幅広 く適用可能な点が優れ ている。

  このよ うに本論文は統計翻訳における語順変換に関 して実証的に深 く探求 した優れた研究

  であ り、11 長尾学生奨励賞 にふ さわ しい と考える。

  懇親 会

2015年6月16日 ホテル アジ ュール竹 芝21階 フ レンチ レス トラン 『ベ イ サイ ド』
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決算理事会

2015年6月16日

    第1号 議案 2014年 度事業報告(案)

    第3号 議案 2015年 度事業計画(案)

    その他 ・会員提案事項

第2号 議案 2014年 度決算報告(案)

第4号 議案 2015年 度収支予算(案)

機械翻訳課題調査委員会

2015年5月29日(2015年 度 第2回)

    ① 前回委員会の議事録の確認

    ② 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    (WG 1, WG2)

      ・総会での説明資料の確認

      ・MTフ ェア(ブ ース)で のデモ内容、プ レゼン内容の確認

    (WG3)

      ・UTX仕 様書簡易版の検討

      ・特許庁UPFのUTX化

       WG3が 特許庁辞書をUTX化 に して公開 してよい との許可を得た。

       上記辞書のUTX化 の方法について検討 した。

      ・ISO国 際会議(松 江)

       会議の参加について検討 した。 山本委員がMT委 員会か ら参加す ることとなっ

       た。

      ・MTフ ェア(6/19)で の展示

        展示形式や当 日の分担や機材 の準備について検討 した。

    ③ 全体会議

      ・各WG検 討内容報告

      ・MTフ ェア(6119)について

       展示会の企画、Webで の告知などについて検討 した。

      ・MT Summit(Miami)の 参加あるいは発表の可能性の検討

2015年6月12日(2015年 度 第3回)

    ① 前回委員会の議事録 の確認

    ② 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

     (WG 1, WG2)

      ・総会での説明資料の確認

      ・MTフ ェア(ブ ース)で のデモ内容、プ レゼ ン内容の確認

      ・中日基本文テス トセ ッ トのサイ トの検討
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    外注部分の検討

     総会までの調 査、確認事項

     評価 の進 め方

     評価サイ トの不備修正

     発表 スケジュール

  ・利用者視点からの評価 について(継 続)

    利用者側からの評価 について 具体的な活動

  ・オ リンピックと絡めて何かで きないかの意見交換

  (WG3)

  ・MTフ ェア(6116)ブースでの説明内容や配布物の検討

   秋元委員作成のUTX Converterの デモ用スライ ド(616)での説明をす る。

  ・UTX仕 様書簡易版 と全体版

   仕様書簡易版 と全体版の位置付 けの検討、仕様の検討な どを行った。

③ 全体会議

  ・MTフ ェア(2015!6116)の 企画:展 示

   (委員会 どうしの机 の配置、プロジェクタの使用な どについて検討 した)

  ・JTF翻 訳祭 の企画

   AAMT独 自のセ ッシ ョンの内容の検討 を行 った。

2015年7月16日(2015年 度 第4回)

 ① 前回委員会の議事録の確認

 ② 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

  (WG 1, WG2)

   ・MT Summit投 稿 について

    ・テス トセ ッ ト評価サイ トの分析状況

    ・今後のイベン ト、企画について

    ・その他

  (WG3)

   ISO!TC37松 江国際会議参加 の報告(今 後の方針)

    ・ISOITC37 SC3へ の リエゾン参加 について

    ・UTX 1.20更 新

    ・(「 訳 してねっと」用語のUTX化)

    ・ウェブサイ ト更新

    ・JTF翻 訳祭参加の検討

    一MTフ ェアの反省

 ③全体会議

  ・各WGの 検討事項の共有
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・翻訳フェア出展社アンケー トの結果報告(長 瀬委員長)

・JTF翻 訳 フェアの参画について

   「MT VS人 間翻訳」企画への貢献

  翻訳プラザ出展

・ISO松 江国際会議報告(山 本委員)

・その他

2015年8月28日(2015年 度 第5回)

 ①前回委員会の議事録 の確認

 ②各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

  (WG3)

  ・「訳 してねっと」の用語の利用

   「訳 してねっと」用語 を共有用語集 として公開す ることの検討

  ・UTX用 語集作成時のXLS利 用

   XLSを 利用 してUTX用 語集 を作成す ることが可能なことも知 らせ ていきたい。

  ・UTX仕 様

   UTX仕 様の表示に関す る検討

  ・UTXコ ンバータのア ップデー ト

 ③全体会議

  ・MTサ ミッ ト発表原稿 の検討

   10～11月 アメ リカでMTサ ミッ トが開催 され る

  翻訳者 によるMTの 利用状況 をまとめて報告する旨が了承 を得た との ことで、来

  週早々には原稿 を作成す るとのこと。

  ・JTF翻 訳祭

  翻訳プラザでのブース展示の内容についての検討 を行 った。

イ ンターネ ッ トWG

    以下の活動をオンライ ンで実施 した。

      ① 総会 ・A酬T機 械翻訳 フェアに向けての情報掲載お よび コンテンツ更新

      ② 総会時期に向けての、旧ページから新ペー ジへの誘導の推進

      ③ 長尾賞受賞情報等の総会 ・A側T機 械翻訳 フェアのコンテンツの掲載

      ④AAMTジ ャーナル 目次情報等の通年 コンテンツの掲載 ・更新

      ⑤ 利便性 ・プ レゼ ンス向上 に向けたサイ ト構成見直 しの検討

編集委員会

2015年7月10日 (2015年 度 第2回)
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AAMT Journal No.60の 執 筆依 頼計 画 につ いて
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AAMT/Japio特 許翻 訳研 究 会

2015年5月15日(金)(2015年 度             第1回)

1.26年 度 報 告書 の紹介(2)

2.MTサ ミッ トのWorkshop

3.AAMT総 会 での研 究会 活動 報告

4.27年 度AAMT!Japio特 許 翻訳 研 究会

5.議 事録 の確 認

6.そ の他

7.次 回の 開催 につ いて

 ・開催 の 日時(場 所)6月

 ・主 な議題

活動計画書依頼のお知 らせ

AAMT/Japio特 許翻訳研究会 拡大評価部会

2015年5月15日(金)(2015年 度 第1回)

  1.2015年 度の拡大評価部会の活動計画

  2.各 グループの活動発表

   ・自動評価 グループ

   ・人手評価 グループ

   ・テス トセ ッ トグループ

  3.そ の他

  4.次 回開催 日予定 10月

㎜/Japio特 許 翻訳 研 究会

2015年6月26日(金)(2015年 度

-
⊥

9
臼

Q
U

4
る

PO

ハ
0

           第2回)

議事録の確認

高電社高京徹様か らのご発表

MTサ ミッ トのWorkshopの 説明

27年 度AAMTIJapio特 許翻訳研究会

その他

次回の開催について

・開催の 日時(場 所)7月17日(金)

活動計画について
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・主 な議 題

AAMT/Japio特 許 翻訳 研 究会

2015年7月17日(金)(2015年 度

1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

            第3回)

議事録の確認

情報通信研究機構 今村様からのご発表

NHK放 送技術研究所 後藤様か らのご発表

MTサ ミッ トのWorkshopの 説明

その他

次回の開催 について

・開催の 日時(場 所)9月25日(金)予 定

・主な議題
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一
  AAMTジ ャーナル編集委員会委員長

筑波大学 システム情報系 知能機能工学域

             宇津呂 武仁

AAMTジ ャー ナル60号 をお 送 り しま す 。

今号の巻頭言は、株式会社翻訳センター 河野弘毅様より,御 寄稿を頂きました。

また 、今 号 が 会 員 の 皆様 のお 手 元 に届 くそ の少 し後 、来 るll月26日(木)に 、 AAMTが 後 援 を します25周 年 記 念

JTF翻 訳 祭 が 開 催 され ま す。 日本 翻 訳 連 盟(JTF)翻 訳 祭 企 画 実 行 委 員 会 の 担 当の 方 か らは 、 この25周 年 記 念JTF

翻 訳 祭 の お 知 らせ を ご寄稿 い た だ き ま した。

一方、AAMTの 活動として、今号に先立ちまして、2015年6月 に開催 されました総会におきまして、株式会社

ブリックス 代表取締役社長 吉川 健一氏より貴重な御講演を賜 りま したが、今号におきましては、御講演内容に

ついての貴重な御寄稿を頂きました。

あわせて、AAMT長 尾賞の選考結果の うち、昨年より新設 されましたAAMT長 尾賞学生奨励賞の第2回 の選考

結果を受けまして、受賞者である京都大学大学院情報学研究科(現NHK放 送技術研究所)後 藤 功雄氏より、受

賞理由となった 「統計的機械翻訳のための言語構造の違いのモデル化による語順推定」についての紹介記事をご

寄稿 していただきました。

また 、総 会 企 画 の一 っ と して 実 施 され た モ デ レー テ ッ ドセ ッ シ ョン 「機 械 翻訳 は どこ ま で で き る か ・ど う使 うか?

一翻 訳 業 界 ・産 業 界 ・機 械 翻訳 業界 に よ る現 状 分 析 と今 後 の 期 待 ・」 の 報 告 を 、株 式 会 社 翻 訳 セ ン ター 三 宅 理

恵 様 よ りご 寄稿 して い ただ き ま した 。

さ らに 、 総 会 会 場 に お き ま して 、 「AAMT機 械 翻 訳 フ ェア(MTフ ェ ア)2015」 と題 しま して 、昨 年 に続 き 、機

械 翻 訳技 術 提 供 各 社 、 な らび に 、機 械 翻 訳 課 題 調 査 委 員 会 か らの 展 示 の 試 み を実 施 した の を受 け ま して 、機 械 翻

訳課 題 調 査 委員 会 に よ る 、MTフ ェア 開 催 報 告 を掲 載 い た しま した。 加 え て 、 展示 コ ー ナ ー へ の 参加 団体 よ り、

YAMAGATA[NTECH株 式 会社 松 尾 絢 子 様 、情 報通 信 研 究機 構 内 山 将 夫 様 、 み らい 翻 訳様 か ら、 それ ぞれ 、展

示 参加 報 告 を ご寄 稿 い ただ き ま した 。

AAMT内 の 活 動報 告 と して 、機 械 翻 訳課 題 調 査 委 員 会 か ら、 「ISOITC37松 江 国 際 会 議 報 告 」 、お よ び 、 「AAMT

フ ォ ー ラ ム メ ール マ ガ ジ ンバ ックナ ンバ ー 」 を掲 載 い た しま した。

そ の 他 、 「AAMT会 員 の ひ ろ ば 」 の企 画 にお き ま して は、 法 人 会 員1件 の 紹 介 文 を掲 載 しま した 。
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AAMT
Asia・Pac皿c Association fbr Machine Translation

AAMT入 会の ご案内

 AAMTは 、機械翻訳の発展を目的 として、機械翻訳の研究者、開発者、製造者、利用者が集まった

任意の組織です。委員会による定期的な調査研究をは じめ、機関誌の発行、シンポジウム、セ ミナー

等各イベン トの開催など幅広 く活動を行っています。

機械翻訳にご関心のあるすべての方にご入会をお勧 めします。

                **AAMT会 員 の 特 典**

1.AAMT Journalの 購読が できます。

会員 には、機関誌 であるAAMT Journal (年2～3回 発刊予定)が 送付 され ます。購読料 は年会 費に

含まれてい ます。

2.機 械翻訳関連 の最新情報 を メールで お届 け

会員専用 メー リング リス トで、最新の機会翻訳 関連 の情報 をお届 け します。

MT新 製 品、新サー ビスの紹介、国際会議 、シンポ ジウムのお知 らせ 、 WEBで のMT関 連記事の紹介

な ど盛 りだ くさんです。

3.AAMTが 組織 す る委員会や調査活 動 に参加 し、機械翻訳や翻訳 に関心の ある方 との交流 を深め、

知見 を広め ることがで きます。

機械 翻訳に関す る言語資料の調査、広報、標準化活動 に参加 した り、AAMT Journalや 会員専用 メー

リング リス トで、 自社製 品、サー ビスの紹介 を行 うことが できます。

4.関 連機関の主催す る国際会議 に参 加で きます。

IAMTの 主催 で隔年 開催 され るMT Summitを は じめ、 AAMT、 AMTA*、 EAMT**の 主催す る会議や

ワー クシ ョップに参加 で きます。

AMTA★ :Association for Machine Translation in the Americas

EAMT** :European Association for Machine Translation

年会費は以下の通 りです。

法人会員:入 会金 1口 10,000円

個 人会員:入 会金    1,000円

年会 費1口50,000円

年 会費  5,000円(学 生は学生会 費1,000円)

ご関心 のあ る方は、事務局 まで お問 い合わ せ くだ さい。

アジア太 平洋機械 翻訳協会(AAMT)

ホームペ ージ:http:〃www.aamt.info

電 子メー ル:aamt・infb@aamt.IllfO



    Asia-Pacif"ic Association for bTachine Translation

以下の 通 り、 ア ジア太平 洋機 械翻 訳 協会 の会 員 申 し込 み を致 します。

                   申込 日 20  年

AAMT

入会申込書

月 日

氏名(ロ ーマ字)

氏名(漢 字)

電話番号

メールア ドレス

所属先

所属先住所

種別

機械翻訳に関するお知 らせメールの配信

〒

ユ ーザ 研究開発者 その他

希望する 希望しない

コ メ ン ト
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